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文化財シリーズ第12号として発‾Fリいたしますのは、身近な社寺堂芋で見かける鉄や青銅製な

ど工芸品を扱った「宇都宮の金属工芸」です。

鉄や青銅などの金属の工芸品は弥生時代の初期頃日本に上陸し、急速に全国に広まっていった

といわれています。宇都宮市近辺では－」√墳時代の前期である4世紀ころの古墳から鉄器や青銅器

が出土しており、当時すでに宇都宮の地にもこれらの金属：t芸品があったことがわかっていま

す。

鉄や肯銅が生活の小に入る前は、主に木や石を用いていました。木や石に比べて金属は凹くか

つ長持ちし、今まで得られなかった鋭利な刃物が作れるなど、人変に多くの長所を挙げることが

できます。しかし、青銅や鉄を作ったり加⊥するためには高庇な技術を必要としたために、媚定

の人々が少量の生産をつかさどっていたと考えられています。それ故に金属の製品には、単に便

利であるという血のみでなく、権力や宗教の象徴のような耐も多くあったようです。当時の首長

の端である古墳に′副葬品として琉や武具、農具などの金属のl二芸品が埋められているのは、この

ような理l虫であったと考えられています。

後に技術が発透し、金属の製鼠が私たちの暮らしの巾に普及しても、私たちは金属の製品こ何

らかの畏敬の念を拍ち続けたのではないでしょうか。それらが、信仰の何に現れ、奉納という形

で副査の私たちに伝えられているのです。

今担lの報告書＝では、どなたでも比校的簡単に見学できるものをIll心にまとめてみました。皆様

方の身近な所にも多くの金属上芸晶がありますので、地元を見画す契機にし、郷l二を愛する心を

養っていただけますよう、JL、から願う次第です。

最後になりましたが、今l‖lの調査及び本m子の‾伸行にあたり御協力いただきました宇都宮市文

化財調査員の方々、また調査の際にお世吉和こなりました多くのカ■々に、心から感謝の意を表しま

す。

平成5年3月

宇都宮市教育委員会

教育長　藤　田　昌　平
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Ⅰ　『宇都宮の金属J二芸』の調査について

□　『宇都宮の金属工芸』
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5　未指定文化財

（1）鰐口

（2）鎗

（3）宅剣

（4）鉦

ほ）竃辰
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（7）鳥居
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（9）・手水鉢
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Ⅲ　参考質料

1　金属」二芸品所在一覧

（1）国指定重要文化財

（2）週認定重要美術品

（3）栃木県指定文化財

（4）宇都宮市指定文化財

（5）未指定文化財

（6）消l彷関係半鐘

2　宇都宮藩御用鋳物師卜室氏について

（1）『鋳物師戸三氏一門とその遺作について』から（冨　祐次氏著）

（2）『金ト．枯調査雑考』から（渡辺龍端氏署）

（3）『天明鋳物資料集　大明鋳工作品各国別（乾坤）』から（佐野青年会議所）

（4）北Il英雄栃木県立美術館副館長の調査から
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ま　え　が　き

本冊子は，昭和63年に宇都宮巾教育委員会が－市文化財保護審議委員会の答申を受け1市文

化財調査員活動の一環として実施した「金属工芸品調査」の結果をもとにまとめたものです。

同調査は市内全域を対象として実施されJ乳」臥市で指定されているものを除いて156什の

報告がありました。本冊子はこれに事務局（市教委文化課）の職員が調香したものも加え－128

件に整理して掲載いたしました。

木冊子は1多くの方々に身近な金属工芸品を紹介することを第一の目的に編集いたしました。

ですから専門的な記述は極力避けるようにいたしました。

なお－　この「金属工芸品調企」は以下の組織で調査をしましたが1現地調香において多くの方々

の御協力を仰ぎました。特にゝ調査票の分類・整理から執筆・編集は文化財研究展示室の高野左

千流嘱託員が担当いたしました。また－巻末の戸室鋳物帥関係の資料につきましては1栃木県立

美術館の北11英雄副館長一佐野市郷十博物酪一佐野市湾年会議所，トー野史談会一波辺龍瑞民ら多

くの方々の御脇ノノを賜りました。心から御礼を申し上げます。

●宇都宮価文化財保護審議委員会委員

雨　宮　義　人（委員長）　岩　崎　良　能（副委員長）　人　金　嘗　克（委　員）

′」ゝ林粋人（委員）ノーーーr rH博貞（委員）志提言　打て次（委員）

橋　本　澄　朗（委　員）　桶　　　静　夫（委　員）　　森　谷　　　憲（委　員）

渡辺安友（委員）相村祐・1・J（委且瑞毘

●宇都宮市文化財調査員【（　）内は調査員の担当地区】

河　∩　芳　■弔（一　条）　　塚　目　宗　雌（陽　北）

翰　面　昭　男（陽南→姿川）石　川　秀　男（陽　酉）

松木文一郎（暢東滝イ呈′」ゝ林椚大（泉が丘）
菊　池　正　L（平　石）　　坂　本　恒一郎（清　原）

坂　寄　悦　男（瑞穂野）　　平　塚　良　雄（豊　郷）

高　山　伝　治（城　‥l）　　福　出　　　楳（富　犀）

松本笑悦（姿川）怠イ呈′」1島豪巾郎（雀宮）

清水　昭（暢東）錨

●宇都宮市教育委員会文化課職員

安　達　光　政（文化課長）

栗木　誠（鮎主筆）

神野安伸唱導主筆）
小　林　祐　子（嘱　託）

○定岡明義（蒜晶監）

○小松俊雄（毘断簡）

今平利幸喘駈肇）

酒　井　光　一（旭）

高　藤　常　松（屋が丘）

粂　川　弘　明（宮の原）

ん　川　純　雄（横　川）

小　塚　　　博（国　本）

阿久津　義　正（篠　井）

安野弥→郎（陽r如㌫岸

○手塚英男唱導主筆）

人塚雅之（鮎主筆）
◎高　野　左千流（嘱　託）

間　彦　克　子（嘱　託）　○印＝企画編集（◎印＝主任）



Ⅰ　『宇都宮の金属工芸』の調査について

本冊子は－宇都宮市文化財調査員活動の一環として実施した「昭和63年度課題別一斉調査」

のテーマ『宇都宮の金属⊥芸品』及び平成2年皮に追加調査を実施した『金属工芸品追加調値

（半錬調香）』の結果をまとめたものです。

1　目　　的

金属工芸品は－身近な神社などに数多く伝承されてきたものですが－近年ではこれらを取

り巻く環境は決して良いものではありません。そこでこれらの実情を把蝕し－必要に応じそ

の保全を図ると共に－多くの方々に地元を見直し－郷」二愛を育む契機にしていただきたいと

考え－比較的容易に見学できる物件を羊にして調査を行いました。

2　調査対象

『金属工芸』の調査対象は以

下の基準を設けて行いました。

・神社一寺院一　堂丁，個人宅一

道端などにあるものでゝ容易に

見学できるもの。（屋外巾心）

・第二次世非人嘲以前に製作ゝ

奉納されたもの。

なお以F▲のものは1今l司の調

杏の対象からはずさせていただ

きました。

・刀剣1槍など個人で所有して

いる⊥芸品で1美術品的傾向の

強いもの。

・仏像等の信仰の対象物。

・破損が甚だしいもの。

3　調査方法

（1）調査

調査は直接現地に行って聞

さ取り調香を巾心にして行い

いました。なおそれと通行し

て写真撮影やスケ・プチゝ計測 『宇都宮の金属工芸品』調査票

一1－



なども行いました。

（2）まとめ

「金属工芸品調査票」に謂杏結果を記録し－写真やスケッチを添付しました。

（3）調査地区

調査地区は宇都宮市全域で行いましたがゝ各猶査員は原則としてゝ担当地区内の調査を

行いました。

4　調査結果

調査員からは156作を超える調査報告書が提出されました。それらの内容については下の

表のとおりです。この報告書に事務局の調査を加えて本州子にまとめました。なお－冊了・の

内容は－金属工芸品の分類ごとにまとめ－　その記述はできるだけ分かりやすいように努めま

した。法j＿1＿tは努めて計測いたしましたがゝ計測が国難な場合は省略させていただきました。

また－高所の場合は計測がやや不明確なものもあります。

紀峨に閲しましては1金属l：芸耕．に銘文あった場ハはゝできるだけ記載するようにいたし

ました。また－所在地の略図を職せておきましたので，見学の目安にしてください。個人の

所有や寺院等の場合ゝ　できるだけ見学前に詐nJを受けるようにしてくださtl。

種　 類

件　 数

種　 類

件　 数

種　 村i

件　 数

調漑 掲職 L
【
調査 掲磯 調應 掲灘

鰐 Il 25 22 梵　 錦 田 0 腐盤宝珠 口
旧

鎗
Ⅶ

5 半　 鐘 2 2 絵　 璃 2
l
Ⅶ

宝　 剣 4 4 鳥　 居 2
L

肌 燈　 籠 口 口

毒止 田

l

5

0

彫　 像 7 O l 天水桶 5 口

香　 炉 i 2 手水鉢 口 6
【
消防半鐘 87 80

龍　 辰
ト

3 供養堵 口 ロ ／Jゝ 　計 97 i 85
】

′ト　計
j 44

38 ′Jl 計 田 6 総　 計 156 128

F宇都宮の金屑工芸品』調査集計表

－2－



Ⅱ　『宇都宮の金属工芸』
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1　国指定重要文化財

‖）鉄　塔　婆

讐

（明44・8・91＿1ニエ品・重要文化財）

所イ」；地　大通り5丁目3－14清巌寺

弓t津l！右■　樋l‾‾】艮　仏

高さ332．7cⅢ1－幅32．Oc11

厚さ5．2皿ゝ　萌さ320kg
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この鉄構酎まゝ∴j一：邦一甘城トの丁都日月

綱がLり13l＝l忌供益のため，l】三和元咋

（1こう12）に建立したものと推定される。

建l上1■11r，【fは＝川根の勅臥■fにあったが，

山脇1■」1が廃－■」：となったのでゝ情般Jに移

さゎた。点水2咋（1849）8月嘉島風のた

め3つに折れたが－1川台4′＝卜9パ鉄わ

くをもって修復した。

鋪道は，現れの佑駒川J人明で行われた

ものといわれるが－鉄製の塔婆は仝困的

に対日列がなく1しかもゝ　このように長尺

なものを鋳造した当時の鋳物師技術の優

秀さを実証するものとも這えよう。

衰血には卜郎に梵寸2‘ナ：と〉i口J弥陀1臥

その卜那に円句の侶文一中部には「大母

1判明恩之先也孝帯I一桁：之源也」に始まる

願文が陽鋳されている。



2　国認定重要美術品
さん　じゆうはち　けんl重し　かふと

（1）三十八間星兜

（昭9・9・1ゝ射．■質料・重要美術■‖－r）

所仰山，しl；場通り】J■】11－－】′j・：那リー‘．見l榊社　　寺■1ニ上1腑■　松　本　鳩　ノこ15

高さ約18cmll雁約21cm，屯さ約2kg

鉄地板をはぎ合わせて鋲を裏から打ちノl理を現してい

る。これが「足先」の由来となっている。兜の八峨座烏

／jゝ菊の高彫となっている。

火災にあい1一雄附政親してぉりゝ腰巻の・・邦は後【lしの

補足とみられる。

製作者は不明であるが1而」ヒ柳峠代の什と推定され1

姿形がよく整った傑品である。

R
巨
郁
日
賦



てつ　せい　こ才　いぬ

（2）鉄製狛犬

（昭10・2・14　考古資料・重要美術品）

Jタ川」也　′せ；場通り1J‘l11－1芋都軒一＿荒山神什　琶こ旦巨老　松　本　盛　邦

高さ36c□1－　巾さ約22kg

普通狛犬は庸獅子風のものであるが－　この

狛人は耳の垂れた可愛い感じの甘木人である。

またゝ鋳鉄製ということも珍しいが顔形や胸

の張り異合ゝ後足に狐扶の隆繍逐牒氾するな

ど特色をよくとらえゝ　そのできばえは兄事で

ありまことに昌垂である。背に「建治三年（1

277）TJI∴月．1ト円直通魔人」の陽鋳銘があ

る。鎌倉時代の作であり－　佐野の大明鋳物と

いわれている。無垢で型は左右に割ったもの

10

で，前足は棒状で別の型を川いている。左前

足が1本火われているのは火災にあったため

であるといわれている。



3　栃木県指定文化財
かぶと　めい　むね　Uさ

（1）兜銘宗久

（昭36・5・6－　工芸品）．

1タ†／り也　州卿r」■3002 J舛イJ■パ■　如l】ll：主　静　／・

作　者　明珍宗ミ久

鉄製兄ミ榛準ノし問筋軋で後血邦の11廿を賎し次の．㍍神

名が刻まれている。〈木動り＝∴人いミlト命一　什．■i‾人l”

朴ゝ＿‾l‾1ニノし隣人fLllゝ人昭皇人抑ゝイ下＝人明神ゝ稲†1：f人明

神1人l玉11二大神一輝利文人】∴〉

作者明珍景久は卜野間（乱しE胎と）に牛まれて京都

で修業し－後卜矧Ii促利に州1三した人である。明珍家

はこの宗久を始祖とし13代∫1人に及んでいる。

この兜は割lT末期の作調，であるか1㍍久の作．■．．■．は他に兄られず山車な腎料である。

11



てつ　きぴ　C　ろく　こつ　けん　すじ　かふと

（2）鉄錆地六十間筋兜

（椚54・2・2－　丁芸品）

J夕子イl三地　主捌摩‖り■3椚2

什　パ■　明珍ぷ久

銘　文「‾野州什久．【i永l＝・L咋一・J＝し

この兜は天辺赤銅菊座で地鉄の鍛え及び筋

立が儀れており11事な附†．■lである。

作者久喜は－銘鑑によると明珍宗久の「で

人Il潮（1573～91）の人となっているがゝ　永

正17年（1520）の銘文は銘鑑賞に見る年代と

はかなり－かけ離れている。－・族のうち野川

に住んだのは一二三久一吉久－i七員1久．1盲■の4

人で足利ゝ大田原等に店任したといわれてい

12

所イ」相！福　山l作」

十払情りこl拍後月（J抑止を∩める）29．6c】1ll

ノ．・イ】‘l‥22．9cml－l－ごjさ1∠1．8cllll鉄

錆地6（）枚‡似り眉庇誹脚（赤銅殿■陥）

しころなし

るが－　銘に野川住を起したものは柿であり1

郷卜の【‥■州iの什占t－－として1■＿い下である。



どう　　しJう

（3）銅　鐘

（昭63・4・3－　T芸品）

所／【」也　人谷叫■1198　人谷，■f 1■下川！者　■l一言　檻喜　囁（忠

総高110．Oc川ゝll往亜．5c■－111昭二7．5cn一　作　パー　ノ・■量刑肌甜膵臓潮碇llミ†

陰刻された銘文によれば－　入谷，川一明描‖

十l」応門ぐi三水7隼（1710）示寂〉　が願－11とな

りノjⅧi－J：一丁の鋳仁Jf一骨追1主】に鋳造させノい戎8咋

（ユ695）に奉納されたものである。鋳Rilい宅家

ほ汀ノ欄Jj別から′j■朝出歌他Ilけ（琴L烏場通りl

TH）に住み－代々♯都南藩御川鋳物師とL

て多くの．L．．】】が追〟するがゝ　本鍾は－　別れ判明

している作品の11でも巌J．▲の紀年銘をもつも

のである。

13

梵鐘としては′」1形

ではあるが，立；f．推量：　う拍鋸‖1

形変にハ‘様の見られ

る錆であり－池の17－i］

引メには造鋪のIll火ゝ

経文（捏磐締）－　鳳

1∴　鋳造圧ノ】ゝ鋳丁二

名が記されている。

（p．71参照）



4　宇都宮市指定文化財

（1）銅造宝筐印塔

（昭33・6・3－【二芸晶）

所／1り地　上剰隷‖J■＝H】金側Ⅲ∴■Jl

作1年　ノ与購軋附ル拍

ニヒ筐rてl」塔は－鎌倉町代からl守山ヒ酬r，ゝ代にか

けて盛んに建てられたもので1イi造りが多く－

糾制のものはまれにしか現〟していない。

この塔は郷上の鋳物師によりゝ　徳川．【√宗帖

代（1736丹）の作であるが気■ん高く1■■1帖の

＿＿Lニ芸美術1特に鋳造技術の水準を知るに足る

ものである。

銘文

元文ノ亡作中冬吉詳R供養畢

14

1一律l措一1ド　沢　冊

総高む65Ⅰ¶ゝ細　部　3．3n‘1

大谷イ1郎1．35In

金剛定寺第‘．一卜L‾ll〔現件‡よ純代

本道甘i三筐印構壱張

鵜＝他汰朋∵．利＝溝

願l

野川河内郡石井村自信法遺建焉

宇部寓イ＿i三ノ」室将監

藤　原　フ亡　蕃　作

〔
山
的
道
）

卜
同
人
．
－
■
■
．
川
線

●



（2）銅　鐘

（昭33・7・21－1二芸晶）

所れ地　竹‾卜Ilけ‖07　仰臥■Jl

作　者　戸r室将監定川

銘文によれば1この糾鈍は＝随一ナ什職が本

願となり－近隣の人小甘寄付を仰いでゾ保ノ己

咋（1716）に鋳造したものである。

と糾寸ポ■は板ノーrの板木ー史／．三衛門を始めとし－

揖宿8名－111こ5名一道場宿12名一舘【1【5名

柳原5名となっている。また1銑l二は′j・：－貯．・イ

城‾F戸室将監定国とある。

この銘又は当時の信仰の概要と屑那の協ノ」

15

n理パー　裾　州　玄　英

Il往：B8c］］

扶態を灯るに足るもの

であり1また戦時■llの

供出をまぬがれた貴市

なものである。



ふたあらやまじんじ91まんでんこうらん苫lぱうし9

（3）二荒山神社本殿勾欄擬宝珠（4箇）

（昭36・9・1臥l二芸品）

所作地　一．引抜通り1J－l－11－1‾‾‾■ぷ【t」神祉　即】！帯　槻　木　盛　邦

1・1jさ約65c爪情州酌50cm

4箇とも‖＿8形の情金製。釦ま陰刻卜．j■Jのとおり
Ir【

「‾卜野l棚‖J州耶　　　仙前代

」二郁喜入明神　　　　イ1川．1誹瀧

御建＿11二　　　　　　　御人‾【二

征英人粁‡頒　　　　技術相け主

家康　　　　　　　　告久」

慶長†▲季乙尤L誹．1「lI

奥中大暇人夫

伊奈備l浦守

大膳代

Ill崎－lて兵衛

慶長10圧（t6（）5）は家J衰がf‾‾l二J＝こ開幕して2il‾ミ

後のことである。大正13年（1585）」ヒ条氏直の軍

によって神社が焼失した後ゝ宇部7ニー城仁奥半家告が

礼L父に1■1たる家康に請うてゝ神社を再建した時の記

念物である。

一16－



（4）篠井神岡

（咄42・3・25－考舌質料）

所／l三地　篠州lけ826

この神岡は約Im四ノノのイ刷で－　鋼製の靡

の外Irljに「日光‥l布寄進覚」がl蝮刻されてい

る。

l二として】l北各社に人ノ人イ瀾」地蔵軒臥

食掛lなど20点を寄進したことが扉の左右二段

に刻まれているのであるが－　この寄進で上．1：＝の

中にl‾芋都喜外久次良大明神鮮ご［］－」と刻ま

れている。

この大明神は現在の徳次郎智賀都神社であ

り－徳次郎の地名の起原を軋らかにする＿上で

所有■署l叫久律　義　淳

1■上qlな賢料である。

なおゝ　寄進魔の

末座に　＝㌣文七‾1◆

人佃卜‖】】f紺Il

理性房良伝敬「1」

とあるところから

17・・

坐≠＝

1667年1江戸時代

申欄のものである

ことがわかる。

〔鰐「lについてはp．29⑲参照）



（5）およりの鐘

（昭59・3・2】1解史資料）

所在地　人通り4」l12－▼22

領域ル楼廿の卜邦が銅楼とな一〕ており－　そ

こにあって現在も仙≠されているものである。

この鐘は作欄一作代が不明であるが－

坪几廿lリ†「il本の梵鐘」にはl形状はlゝ「j

北朝から止／iく胤（1ニう別～1427）にかけての特

徴が′」ミされているJとありこの頃鋳造された

ものと抑定される。

鑓の卜貼佃こばi■：郁H氏ガ家紋である」紋

（ご．ッL）が2（＝川ほど配してあるところから

宇都宮氏が寄進Lたものと推定される。

弘長2咋（1262）′j一：都ノL・J†氏によってl‖川の

射川」に東勝寺が建てられたJこの，－fは7i（仁6

年（1298）釈迦堂町（規　二荒川附近）に移って

18

写‘†川！ポ■　黒l崎　日　通

総11■ん117cⅢゝ　＝祥81c川

優艮2圧（1597）

一j■凋甘・「氏の減Lと

ともに墟．－」ニになっ

たがゝ　その後もこ

の．t」→湖一附近の鐘楼

に■■Fト）たのがこの梵鐘であるといわれている。

阻助の紋機かひげを蓄えた人Ih了になってい

るのも泡’l伊J少ないものと且しわれる。乍都田氏

の興」とともに歩んできたこの鐘は1おより

（およる→おやすみになる一州寺報）の鐘とLて

汗い町代から虻衆に臥しまれてきた山緒虜る

ものであり1さまざまな経緯を経て昭和19年

‘に威キに移管されたものである。



（6）銅　鐘

（昭63・3・221丁芸【T】）

19

所作地」■甜【11－－3－－3慈光吉

r】三　者　ト「室十郎兵衛祓原貞l－1ミl

打トリ別〈岩永ノこ隼（」．7M）の銘〉　の梵銅と

しては比較的大7－ご1で堂々たる成容を持っ。

鈷技も見るべきものがあり1特に地元鋳物

師による数少ない作昆として比重である。

本銅鏡の他の間1区から2区にかけて銘文

が陰刻されているが－　この銘文によると－　ゝ当

惑光キには草創一一1暗から鐘があったが破損し

てしまったので∴判別噸躇12l＿里心誉雲外の

時人‾l二町の竹岸戌惣が施∃二となり1地ノこの鋳

1二戸室員同等が鋳造に当たり－　完成したこと

写’1：fll情■　ハ1111■上　作

総■l■言145．Ocml＝往60．Ucrn

が．ぎ己されている（，

撞座は八蓑蓮華

文でゝ盛り巨炒り

に欠けるが往14．8

c皿と鐘身に比して

人きくなっている

■
－
‖
【
1
．
．
■
　
【
r
い
「
－
・
■
■
．

のが本錆の特徴である。なおゝ　撞仲の位置は

■竜頭の長軸線上に2桐箱座l叱塙は低Ilとなっ

ているところに時代の特徴かある。

（P．70参照）



（7）銅　鐘

（昭63・3・22ゝ　T芸．晶）

J析／lⅧ旦　人通り5Jl13－14　テl■i巌，■」1

什　ポ■　ノー※将l㍊藤原元旅

本銅はIl彿・こ比して鋪身の丈がやや■：‘＝す

んなりとした形をホしている。

■竜頭のJl■沼；に据えられた一に珠はきわめて人

きく1また－　竜Il■′‡‘はIl三t抜笥：形を噛まず－　竜Il

からJltたlリ柱によって′こ‾＝巨に接続している。

笠形の盛り＿j二がりは高くゝ　外用緑の最も張り

出している。他の間第1区には梵字（キリーク）

1イを人きく陽録しゝ買121天から顎ち41メまで

錯文が陰刻されている。銘文は第2区から第

3区で旧錆銘を記し－　第4区にはノJ‘治3咋

（1660）鋳造の一日鈍か火災により破損したため1

今′JⅧ叩Jの小牧時敏が施主となり－　地元鋳工

20

？■1＝川！ポ■　樋Il良　仏

総高133．5cmゝ【‾1祥5臥Oc皿

ノ咤ノ」酢こlり二糾

させたことが陰

刻されている。

本錆が鋳造さ

れた18llヒ紀Ill

葉は梵鐘鋳造の

最盛期であり－入部分が量産されたと文献等

にあるが－　本銅は紺巧に鋳造されておりゝ　形

姿も端‾【‾】二である。

また－銘文のln鏡銘は清適寺の歴史や当峠

一子：抑己に居た鋳物師の＃在等を知るうえに古

市な資料でもある。（l⊃．71参照）



（8）銅灯寵

（昭63．3．22－　‾】二芸晶）

所在地　入谷町1198　　入谷寺　　　　　　管理者　高　橋　敬　忠

作　パ■　ノ座付～訂三組Jlし已然　　　　　　　　総　■■．‘Jj　246．01T】

銘　（lh山i）　野川河厘柑押付施上

布寄進　永代滞佼僚－・人毛

子供フ亡内申人八月吉l－‾l高橋氏さl‡左衛門丁】了勝

（押面）　′j■：郁官作　治T　「一等将官三　藤原　ノ己頗

八川形血皿川の基礎イ」に据えられている灯籠である。銘に

よれば－享保元年（1716）寄進である。地元鋳物Ellfによるこ

の灯他には多くのぷl斤≡が施され∴；三珠・等・火袋・小台・∧「・

反花・基礎等の各部分にその意匠と優れた鏡技をうかがうこ

とができる。　一都欠拉はあるものの江川別の特徴をよく表わ

している大型で均整のとれた安定感のある灯籠である。

21



〔2）清巌寺呑龍堂の鰐口

22

銘　天明八戊申歳五月吉辰臼

卜■野国塩谷郡高根沢利通炉

鈷工師　大野伊藤右衛門

地1二　阿久津半之助助畔勘

両得32cm－　構幅‖Ocm－　青銅製，

江「明代■l棚～後期（1778）の作で

ある。撞座は素又で永年使われたた

めかぷれているが他に肌傷はない。

‖く■i■Ⅷ汗几

銘

木．払敵茸随行■棚掴備州・H■〉さ規

約　施＿l三l■f森山　＃津藤．1i

※津定四郎

㈲執棚Ii

町撒IL叶ノい十六l＿】

l址律30．3cⅡl－　構幅35．5c川1l－■f鋼

製1932咋ゝ　岬用Ⅰ初期のものである。

奉納の2文才はJ場鋳である。



③　善願寺観音堂の鰐口

23

銘　文久3作美亥隼人ノJ吉R

今泉村　願t　丸山源蔵

面径30cml横幅33cm青銅製

緒によれば氾‾rLl射で末腺のもので

ある。損傷はなく良好な状態で使わ

れている。血ftiは純によって3Ⅰメに

分けられ両区に銘がある。

銘　て長　イ痘　悪制照

納　卜柳頂村

裏　又化巨莞西作

用ハ．1J手’rこIl

lrli祥22cm－　描傭H7cmゝ　肯舶製ゝ

江戸時代後期（1813年）のもので

ある。

柳光寺は廃寺となって－現在は柳

田町自治会公民館として使用中。



⑤　新里3区毘沙門堂の鰐口

（亘　大谷寺山門の鰐口

．三

銘　元禄卜二年康辰十一月吉l］

当村住「島橋善左ヱ門

両得22cmゝ横幅25cmの青銅製

江戸時代中期（1700年）のもの

である。樟座は八葉蓮華又であるが，

永年の使用でかなり荒れている。本

市内の鰐口としては古い方である。

この毘沙門堂は第＿二次世界大当別lま

では扇橋l仁之家の管押卜におかれて

いたが戦後（ユ945咋以降）はI二】治

会によって管理されている。

山門を人ってすぐの礼拝所に懸け

られているl＿【f別製鰐Ilで，無銘では

あるが亜‾i子羊42cmゝ横腑48clnとかな

り人叩のものである。

人谷‾ゝ1‡には4仰の矧lが兄ゝ一うたる

がいずれも直径40cmを超える人里

のものである。■銘が確認されてもの

ば－i三物飴に収蔵されているものだけ



⑦　大谷寺本堂の鰐口

⑧　大谷寺宝物館の鰐口

⑨　大谷寺阿弥陀堂の鰐口

25

高所のため緒不軋　血径約65cⅡ1，横幅

約70皿一市内の鰐口の巾で最も大きいも

のであると思われる。金銅製の堂々たる姿

形である。

銘　イ嘉納T・′l二T▲恨如ぷ安仝所

於ヤ女

卜坦fLノ．二術州勝l仁

イ「ズも之助

‘克文L」■人人九ノ」．1f＝

人l二1■川棚15雌J以之作剛作

対＝こ川困　柳川刷衛】lリ

l－j・銅製軌Il帖律54．Oc〕l，構柚6l．5cml
Jゾさ29．（）cnl

汗いIr，【f代11柑j（1667圧）に屈する頃の

ものでIIJ内で力走も【小一ものと且しわれるが－

丑1傷も少なく保／／オ人態も良い。

撞勅ま複弁の八葉蓮‾／1竃文で抑こよって3

区に分けられ，外区に銘が陰刻されている。

無紺ではあるが血径42c□1，儀幅47cmあ

り－かなり大判の肯銅製鵬「‾‾】である。



⑲　持宝院の鰐口

だけに損傷なく保／／1人混もよい（，J座鋳物師のゴl去彼

の作以と揖われる。

書棚うの紋様のいたみもなく美しい椚Ilである。

⑮　羽下薬師堂の鰐口

銘　明治廿五咋　宇都宮住

三月l」　鋳工　戸室11■次郎

宇都宮江野町

発起人　佐藤善助

加藤留之丞

世話人　（llJ内在作者■17名陰刻）

面径57cm一院幅67cm－　厚さ2q

c川の青銅製ゝ揮座は複弁の八葉蓮華

又で紺によって3区に分けられ－外

区に「奉納」の陽鋳及び陰刻銘があ

る。この刻銘名は艮衆とのつながり

を冥l】る一つの質料でもある。

1892咋の什ゝ　比l蚊的新しいもの

里人バ叫

β名　ノj■：邦一山材木Ilけ　秋葉金城

文久二歳壬戊‾‘．ノJ吉日

江川け代後期（t862咋）の作で

ある。

面径38cm，触帖43．5cⅢ

金鍍金の娘跡がある甘鋼製の鰐し】。

＝野‖け　ぺ　人相‖r



⑫　飯田町旭観音堂の鰐口

「，－・．∨′朋　　ノ．魂

∴－－＿三軍
＿　さJノ

⑬　立岩地蔵尊堂の鰐口

㍉　長一事－　一上等

・鴫．◆－’

‾ゝ．k

ゝ1・一

27

銘

卜野園河l刃郡八ッ寺村宝蔵住　早

善】川寺婁伽－－－こ契刻叫川キー＿J

江戸時代巾期（1743年）のもの

であるが損傷がかなり進んでいる。

iてi‾l径約30cm。なお銘にある八ッ寺

山‘i≡性寺は現存鹿紳†j了・故にある。

′j・用肌・し川－1什緑
m
帽
小
串

無銘

延命地械尊を軋った堂芋にかけら

れている椚Ilであるがホ納付代本

日月。

面祥23．5cⅢ1横幅27．Ocmの市銅製

で両区に鳳凰と唐草模様の陽鋳があ

る。

皇
国
道
邦



⑲　大道寺観音堂の鰐口

⑲　麦倉家薬師堂の鰐口

⑬　徳次郎薬師堂の鰐口

t・・・　－

．！
■　　　　　　■

－28－

市指定「木像十億千手観音坐像」を肥

る里芋にかけられているもので－無銘一血

径13．3cm－値幅16．Ocm。撞座は単弁の八

葉蓮‾rl乍文の根［二lであるが風l軸こよる損傷が

進んでいる。

緒　′桐胴酎憫侶掴

施‾†二　与：祁H個情町

長谷川沼兵紬

l仁徳／l二乙人人　用．1．

直往2lc恥．棚帖22cⅧ－〃さ7cl〕l

汗ノ叫代（1715）に本納された一周．雌の

椚【lであるが1かなり傷んでいる。

ノL　川りロ・j・と」ソ夏

無銘の鰐Ilが二l‾J膿んで任卜けられてい

る。横幅は大約30cm－／ト約20cmのl里網製

l＿」

．■l■　■

うl】氾

空IF執



⑰　篠井神岡の鰐口

⑲　光音寺薬師堂の鰐口

29

銘　阿久津保ん衛門

亨保九辰咋八月吉日

江りl侍代中期（1724叶）に春糾

されたものである。

Irl働摘勺11cm磨耗が進んでいる。

銘

㈲田　子粧加行1押／川し川．1‖」

宝層＿亥歳卜野幌河l祁rl楢川l¶村　施

l二　小川戊ん繊門

耐径35．Ocnl－　櫨幅39．Oc恥．江戸

時代巾斯（1755隼）のものである

が保存状態は比較的良い。

1ゴ．車両



⑲　高照院墓域の鰐口

攣■・ヂ・遠た岬’キ．

レ∵丸．・ご〉

⑳　幕田町薬師堂の鰐口

銘　奉掛御賓前欠乃下村

元禄十二年正月八日

左藤人郎左ヱ門母

Irli径13．5cmゝ　横幅15．5cmのl■摘召

∴　製鰐口が墓所の両の前に掛けられて

轟いるD往い時代lり別（1699咋）の
ものである。「人郎左ヱ門は－　卜欠

・村の庄屋の良男として隼まれたがゝ

′　人変な怠け者・であったため1領一トか

らその所業をとがめられ－所ばらい

になった」というイ⊥こ′承がある。
亙

銘　イ唖卜　卸増117†矧l困念イ梱り行

先保ノH叩摘汗・什i1．【l

lr】i律30．3cml眺帖36．Ocmのl朋1d

製取引‾lである。まい‾用寺代Ll－－1期（1741

咋）のものである。踊腑守．郵政び」l

の部分に損傷がある。



㊥　正光寺太子堂の鰐口

⑳　金剛定寺将軍地蔵堂の鰐口

31

銘　寛保元年西八月※＝

宇都宮湖上二川付加藤澤左瀾Il■j

両雄24．0皿一　構帖29．5c□lゝ　汗い

時代申後欺（1741年）のものであ

る。才一汗≠腰掛明られるl周一d製の鰐

口である。

作
中
史
小
・
へ
〓

国
道
1
‖
山
・
い
山
道

銘よ：丞沌＝伽肋l地豚骨抑矧1F】

揖保l甘咋Ill「竹l川．If抑l

裏　地人之鞘省蔦　■．伸二一安楽山

金剛定一川上什盟純代造之

而往2：うOc□l－桃帖27cmの鰐Ilで

ある。汗い時代中後期（1744圧）

のものであるが損傷なく現れに七っ

ている。銘は

外区に陰刻さ

れている。＝

寺の宝陸El」塔

建〃牒年後の

ものである。



■ゝ「≠■’

（2）鈴
（事　上龍谷町雨宮神社の鈴

②　大綱町高深神社の鈴

●

（妥　智賀都神社の鈴

32

銘　木明

町内上・ド字にあった雷電神社（上）と

熊野神社（下）を大正4句三ごろ合耐したも

ので両方の営を合わせた

ということで両宮神社と

よばれるようになったと

いうことである。

鋼製

甘粕

銘　木明

地域の古老の言によると鰐口より経済的

というtl州lで鈴がイ車ナられたとのこと。

そのような点から比・蜘1勺新しいものでは

ないかとJよtわれる。■1■古さ約20cm－　ヰ釦－■■．櫛J

徳次郎nり■中町の習得都制困にはゝ　地域

の＃老の言によると以前は鰐Ilがかけ■ら

れていたが，いっの頃からか鈴に変わっ

てしまったとのこと

である。銘不明

高さ約25cm．横

幅約20cm鋼製

七山†jJ



④　徳次郎町神明宮の鈴

（昏　石那田町高詔神社の鈴

33

錦　不明

社殿の軒F‘に掛けられている。高

さ約15cm－横幅約13cmゝ　銅製

車11刷

銘　昭和／川二・帖l「rl

ホ」ズ長　イ湖封車酢

氏j′・総代

納　　金＝桝．1f

見】l鶴．1

人・’．1・二人次郎

祐‖－l－1汚‾二郎

松高藤．1～

ゝド州r（上　▲

山橋源吉

宇都宮市泉叫■‾‾ト■．番地

Il■Ji橋人Ⅰ†＿f

石耶田町岡坪にある高郷神社の鈴

は高さ42．Oc恥　ノ既幅30．OcⅧの銅製

である。

陰刻された上記銘文がある。



（iう　　　りん

（3）宝　剣
①　宝蔵寺の宝剣

②・持宝院参道脇の宝剣

銘（表）　成州山

（衰）　奉　納

り】治廿四咋　ノL月l十八Il

鋳物帥　　今泉　」l二坂兵人郎

党起電lた請人‘j二部寓／jl「11町　菊上也市蹴

仝　　　洒井彦次郎

消水mJ藤「l一腰吉

仝　　　丹野粂蔵

Ill門を人ってすぐイ誹りに人谷石を礎石にして建立

されている点剣である。■l■は210cm－　幅寂広桝20

c町」は狭凋＝5c町∴基部の厚さ17cmの鉄製。1891

件のホ納である。

川‘j‾凋汗几

銘　安政川歳／巨」∪イ≠　川

雌卜　鹿汀川仲川l

捌鈍物nlli小野Il惣兵紬

藤原　信武

小野Il／l■．郎イr絢Illj

藤原†‾」‘恒

参道隋段蓮井のノ，・二側にある‘‾に剣でゝ　丁笥さ406cⅢ－

剣湘の最広郡30cm．厚さ11c皿の鉄製江戸時代後期

（1857叶）の奉納である。持雫院には屋外に宝剣が

3越水刺ほれているがこの宝剣が最も古くかつ最も

人きなものである。

ナ
他
沼



③　持宝院本殿前の宝剣

④　持宝院地蔵尊堂脇の宝剣

奉　納

明治門拾丘年第ムノ」

鹿沼町

鋳造所

人田五郎平

藤原石両

職」二一l司

本休のl高さ2状clll－最人rFf．‾i39c□〕－最狭帖14．5c】ll－

けさ9cm－吾座高48．8cmの青銅製。表参道階級を

榊〕りトてすぐん佃一本板前広場祓・側に付け■～して

いるもの。

】別2圧にホ納されている。

銘　′j・：舶・イ‥刷イ＝U」

発起人　北本寸政／T二郎

‖材木町

費助＝　杉山新太郎

城Il困血作

同　　　地l－l－1緑

彫刻家　河ハlご1ヒム

上州膝勝ブ1二郎　頗原信重作

■ミ‾‘右さ186clm，寂人帖22c汀lの－■摘は扶㈲L　奉納咋

イ叩J

肱聴判断湘拙碑川場に建立．され■rいる。

35



（4）鉦
〔‡・能満寺第二別院鶴田観音堂の鉦

銘　歓迎什良餓川叫観降歳†’川野空和ll【■1代成

文化L佃力′†■・川l】l几汗」和最守什

②　下小池町の鉦

銘　一j・潮目　ノ亘損耶．イ′卜

野川河内珊卜′」1地村‾「一‾二夜念仏供養

施l二　　仁　二人

臓L　ル主管林テl■i

宣暦－L隼丁圧十一月予TR

－36－－

此沼インター通り

文
H
の
頂
申

汁「細別t中後期（1810年）の作

である。

卜耐革21c皿一　卜端径23，5cml■．話さ

7cmゝ個は3本で外2cm

非儀川のものである。

船′卜．・イl■耶111裾

汁ノ川寺代小後期（1757勾三）の作

である。

卜血径41皿一幅10cmとかなり人

里である。．■†＝〕手によっていデた状

態で片面を打ち鳴らすようにできて

いる。

作抑ま：j▲：酢白州主のト憧将監であ

る。



③　宝林寺の鉦

毎）東福寺の鉦

辱）駒生町上駒生の鉦

●
・酢

＋
汁
蘭

了仁恵茸
／′：：′

た

う

圭つるた

江いIl封t中期（1728jlリ　に作ら

れたものである。

亨保8年＿11二十里洪水のIl剖Ⅲ廿流域

は広く被〃を受けゝ　その帖の死パ■の

霊をrlユったという。

L面径16．5cm－　卜端径20．lcm－l．＿り

さ6．2cm脚（3木）長1．．lcm

銘　王立ニ保卜二戊申歳九ノーl11

仁欠村念側誹申

汗いlけ代後期（1845咋）の什で

ある。

l・．1r】i子羊21．Oc川－ll■鵜律23．5cTllゝ

高さ7．Oc皿一脚（3本）k2．〔）ctl】

＄名　仏化　一．乙」丹甘りj．■持7ミ】l

リ彿7・・JトMrli卜l底l＋村念仏紳Il

lけ楼私用Oc【u－帰納12c］】の鋸色預装を施した鋸。望楼卜にあっ

て半鐘と同じ役割を黒土している。側Ifll真に戒名らしいものが

ヤー†－　多数亥りまれている。Ⅳ欄l＝0咋ごろはすでに‾Fげられてあった

．．㌦　　．㌔ゝ　という。

37



りレムっ　　たり

（5）竜　辰
①　宝林寺の龍辰（4）

銘　安政　一．乙卯咋上火村宜林立

②　東福寺の竜辰（人11／」14）

銘 トノ】H‥寸念仏誹‖l（仲代判読本機）

（卦　福智院の竜辰（4）

銘　ウ二保－－し’（ヰニー亥トノ」占r＝l

幕LL！村念仏講申

38

竜辰は葬儀のときゝ悪魔（悪鬼）払いの

ため－　これを俸の先に付けゝ戸∪に立てる

ものである。汁ノーi時代後期（1855年）の

作

l出け川川

乍やすづ竹

江いIl与仲‾Iljg】（1731咋）の作。j註保の

‾7工十里洪水時の死者の霊を弔ったといわ

れている。



はん　　し⊥う

（6）半　鐘
①　慈光寺の半鐘

（卦　持宝院の半鐘

39

銘

明治八乙亥年七月

丁都留慈光寺什物

イニ撃常海代

（他42名の陰刻）

総高60．5c汀lゝ　外径33．Oc］1の青銅製一

一郎にll」‾l傷があるがこればj■：郁1・イの空製

時にできたものである。1875隼奉納

銘

一・爛モl二
J■王将F．甘作
多気川l持主l弘別件
ん為普捉

法1てl」森鵜川■
人明」人咋

卜一月九l】

什】‾F村

抜吾人

木滑源J．用押l」

絵■；ラi64cm－外径36cmの古銅製－　テ‾い」
時代後期（1787年）に郷巨の鋳物佃戸
‘室氏が製作したものである。本殿国廊朝
卜に卜げられており管理よく優美な姿を
保っている。

空腹沼



lニーノと

（8）供養塔
妙正寺の供養塔

銘l州台八束九月

奉献

■島さ約30cml偏約300cmゝ　帖の

太さ（径）約33cmで鋳鉄製。鋳物

師太田利平の作とある。

鳥屏左右の脚部には周施人として

の17名の氏名がきざまれている。

1875年に奉納されたもの。

囚
追
付
（
山
・
い
出
道
）

妙Ⅰトーり0代槽侶l二1柴が宗和人滅600回忌にあた

り建立したものでゝ　上郡は古銅製で「l輔柚沙汰蓮井射」

の題11をかかげ1最卜部の台座の卜に鉄製の供養塔が

据えられている。Il二面の銘文はゝ「祖先がやっている

ように『l紺無妙法鮒’1宅径』の供養をすることは－　皆一

俳になれるので見習いなさい。」という意味虻示した

ものである。とのこと。

総高437cm－石積上部幅150cmゝ　4段のそれぞれの高

さはl∵部から順に205cm160cm190cm－　82cmの四角

柱である。

銘文（台座上部の裏面及びイ十側面の暢鋳）

t
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（9）手水鉢
二荒山神社の手水鉢

両

此
器
入
明
作
問
枝

英
之
所
寄
納
也
朴

後
再
追
†
災
紫
製

本
堪
相
川
仇
郁
男

而
椚
加
文
飾
改
鋳

以
安
神
前
．
ム

明
治
八
隼
九
月
十
＝
〓

香
l
凋
雌
誠
誌

元
願
卜
枝
源
圧
郎

大
明
圧
巳
年
．
一
．
‖
古
口

■
申
宇

戸
川
香
園

誌
掌中

里
丁
朕

1

－
壬
‖
利
巨

．
．
．
〓
州
新
平

印
南
英
二
．
■

仙

旋
　
松
本
茂
平

壌
漸
久
次
郎

鋳
物
師人

目
利
平

明
治
八
作
東
九
J
l

陽刻された緒文によればゝこの子水鍬・ま汁トF時榊－■後期（1785年）枝源五郎の寄進に

ょったが，18751日こ改鋳されているということである0総高90c町・裾148cml奥行88

cml脚高48cmの鋳造物である。

ー41一



㈹　絵　馬

持宝院の宝剣絵馬

ろ　Lfんほうじゅ

（川　露盤宝珠
広琳寺の露盤宝珠

銘　栃木県鹿沼町願主

橋本友一郎

橋本　源次

橋本半次郎

大正甲子IL謹製

栃木県鋳造所

芳田工業南台

ロロ　　ロロ

この絵′焉は全体が鋳鉄であり－宝剣の部分が鋳型で

陽刻のように浮き出されている。本質真の壁面にかか

げられている。縦85cmゝ横41，5cm－大正13年作。

この露盤宝珠は広琳寺の文殊菩薩堂の屋根のもので

伏鉢と壷音盤の間に空間を持たせ－そこに大U如来象を

安置した珍しいものである。なおこの大日如来象は市

指定文化財である。

「露盤モ珠」方形・六江・八注の屋根または塔の頂

点に雨什舞と装飾の目的でおかれたものが露盤であり－

その上に宝珠をのせたものをいう。
牟岡本

空＿上‾二川
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㈹　天水槽

蒲生神社の天水槽（1対）

㈹　金燈籠

蒲生神社の金燈寵（1対）

－43－

銘　奉　納

寄附者

宇都宮市旭町

谷村

鋳造所

所主　谷村亀吉

昭和五年八月

銘は陽刻一高さば台座部分を含めて1

33cm－槽の部分91cm槽の直径95．5cm－

厚さは6．3cmゝ接地面の直径は約120cln

の鋳鉄製である。

銘　創立三拾年記念

大工町二丁目納税組合

世話人

瀧沢　佐市（外5名氏名略）

昭和九年十月吉日

関根　栄吉（他12名氏名略）

鋳物師

宇都宮市石井街道

天明堂　ロロ

太田輝三之作

鋳工　高橋　興三

太田　芳一

緒は陽刻1高さ255cm台座

？準　を含めて311cmの1対の鉄製

嘲　燈籠である。



6　消防関係半鐘

・半鐘所在地

凡例　　文　学校　　R

〒㊦　郵便局

（1）宇都宮市消防本部の半鐘（2∪）

（2）東塙田の半鐘

㊤

神社　卍　寺院　宣　バス停

⑳　公民館　◎　幼稚園
李」∴河内

総高75cmゝ外径47cmで本市の消

防関係半鐘で最大級のものであろう。

同じ大きさの青銅製がニロあるが

一口は銘文がない。

解説によれば1大正13年県庁前

に新設された常備消防隊詰所の火の

見（望楼）に用いられた。火災の警

戒や火災発生出動等いろいろの信号

により消防隊員や市民に知らせたも

ので一昭和53年4月まで使われて

いたという。－

㊤は乳が3長廷3列で「入内髄陣取」の1場鋳あり⑧は乳が4段4列に並び－「⑳特製佐野

鋳造所製作」の陽鋳がある。共に青銅製

－44－



（3）竹林町の半鐘

望楼上にあり銀色に塗装され

ている。

（5）台新田1丁目の半鐘

台新田公民館内保管

銀色の塗装を施された

半鐘で1外径約35cm－

高さ約51cⅢ1ゝ昭和7年～8年

台
新
田
雑
貨
屋
前

（4）今泉新町の半鐘

火の見櫓Ⅰ二にあり－鉄

製のものと思われる。

（6）駒生町西中丸の半鐘

ころ約52円で玉田ポンプ店

より購入（藤田榛氏の寄贈）とのこと。

－45

火の見櫓Lにある。

青銅製で損傷もないよ

うであるが現在はサイレ

ン使用



（7）星が丘2丁目の半鐘（2口）

室内保管ゝ　2ロ共に総高

62cml外径30．5cmAの銘

伊東　藤原信垂作　手都富市。

乳は4段4列である。

Aは1986年（明治29年市制

施行）以後のものと思われる。

Bは無銘で乳は3段4列である。

（9）石井町新谷の半鐘

（8）石井町福島の半鐘

屋根付きの望楼上に

あるがゝ岸根はかなり

いたんでいる。青銅製

サイレンと併設

（咽　石井町根本の半鐘

屋根付きの望楼上にあり保

管l長況も良い。青銅製

46¶



（11）石井町下川岸の半鐘

望楼の中段にある

青銅製

（1頭　上欠町の半鐘

章
節
四
日

望楼上に

設置された　志木

銀色塗装の

半鐘である

（1勿　石井町西組の半鐘

銘　⑳特製

望楼の中段＿」二

郎にある青銅

製の半鐘であ

る。

●

（1増　砥上町の半鐘

望楼上にあ

弊召インタ‾即に作流L　る銀色塗装の
ド正谷町交差点に1ミる

半鐘である。
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（咽　鶴田町下鶴田の半鐘

望楼上にある

銀色塗装の半鐘

である。

（1カ　平出町鶉内の半鐘

48

材質　鉄

高さ50c皿（吊り手を除く）

外径37cm

火の見櫓上に設置

（畑　中央消防署東町分署の半鐘

緒　佐野介　特製

青銅製

屋内保管

総高72－外径37c皿

乳は小段4列先ふく

らみである。撞座の

模様も鮮明な方である。

（咽　平出町乗組の半鐘

ゝJよ＿¶

㌦‾～ご二二考－／

轟　で∵
g

〆′ミモー一

筆簿霊

銘　東京㊧特製

青銅製

総高45皿ゝ外径30cln

乳の頂点は先細型

屋内保管

い
川
厄
神
H



（佃　平出町中平出の半鐘

材質　鉄

総高　49cm

外径　36cm

模様1銘文なし

屋内保管

⊥
実
相
地

帥　野高谷町の半鐘

で
ソ
ふ
J
㌢

イ
●

7

望楼中段にあり

青銅製で第二次

世界大戦前に購

入Lたものであ

るとのこと

囁
；

l
‡
釜

こtY

【－49

柳田町屋敷北の半鐘

l

望楼＿＿卜にサイレンと併

設青銅製1総高58．5

cm－　閲口部外径35cm

装飾的な．11り手を持っ。

重さ20kg

鋤　竹下町の半鐘

隊ゝ巻きき′

巻ミ

銘　佐野鋳造所製

⑳特製

屋内保管1青銅製

消†彷／」渥改築に伴っ

て現在団員宅で保管

●



¢頚　館山町の半鐘

望楼上にサイレン

と併設。

青銅製

保管状況はよい。

鯛　桑島町の半鐘

望楼中段上郡にサ

イレンと併設されて書

いる。青銅製。

50

錮　氷室町の半鐘

火の見櫓上に

サイレンと併設

青銅製。

全
錯
山
十
字
路

錮　清美穴町の半鐘

ゝ

・

Y

∵

ゝ

・

J
誘
／
／
り
柁
ソ
戊
予
／

■一

道場宿町で火の見櫓を

改修し1サイレンにした

ときに半鐘を満美六町に

譲ったとされている。

鋳鉄製。



銅　平松本町の半鐘

望楼の中段上郡に

吊り下げられている

青銅製の）ll鐘。

餉　下葉2丁目の半鐘

屋内に保管されて

いる鉄製の半鐘。

組　下栗町上坪の半鐘

＿′・′－ゝゝ・l

巨イ
／

宵ニ㌢－ぺ

火の見櫓中段上部に

吊り‾Fげられている

鉄製の半鐘。

餉　下栗町の半鐘

一・51－



糾　さるやま町の半鐘

‡▲

喝
火の見櫓上部に

取り付けらけた

鉄製の半鐘。

餉　砂田町の半鐘

笹
川
新
道

ー52

屋内に保管されている

青銅製のゝl二錆。

¢勿　屋板町下屋板の半鐘

望楼中段上郡に吊り

卜▲げられている鉄製の

半鐘。

糾　東横田町の半鐘

望楼上段に

吊り下げられ

ている。

青銅製。



錮　下桑島町谷川の半鐘

火の見櫓の中段に

吊り下げられてい

る半鐘。

銀色塗装。

師　平塚町の半鐘

仁．・　一山・

火の見櫓中

段に下げ－られ

ている青銅製

の半錆。

鯛　西刑部町の半鐘

望楼ヒ段にサイレンと

併設されている。

銀色塗装の1‡三錆。

幽　長岡町の半鐘

火の見櫓の上部に

サイレンと併設され

ている鉄製の半鐘。

53－



銅　海道町の半鐘

望楼上部に設置さ

れている鉄製の半鐘。

机　岩曽町の半鐘

望楼上部に下げら

れている青銅製の半

鐘。

54

㈹　下川俣町の半鐘

火の見櫓上部に下

げられている青銅製

の半鐘。

¢勿　新里町上野の半鐘

士

1ミ
岡
勘
J臼

火の見櫓中段　　ず大尺

に下げられてい

る青銅製の半鐘

銘　佐野介特製　　久武人‖5

サイレン併設。

李
白
沢
街
道



¢功　新里町西田中の半鐘

望楼最上部に取り

付けられている青銅

製の半耗。

サイレンと併設され

ている。

㈹　宝木本町情理道の半鐘

望楼上段に卜げ

られている青銅製

の半鐘。

空
所
望
街
道

9
【
仁
良
塚
卜
の
南

国
道
1
1
9
〔
＝
光
街
道
）
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㈹　宝木本町藤岡の半鐘

望楼上段に下げられて

いる青銅製の半鐘。

錦　特製

昭和十年十二月十三H

国本村第5部

㈹　細谷町の半鐘

●

州
道
1
9
舌
先
街
導

望楼の卜段

下郡に‾Fげられ・・く一徳

ている青銅製の

半錆。



㈹　新里町山王の半鐘

中頭　宝木本町仁良塚の半鐘

半鐘が下げられて

いる望楼は青木中央

／」1校庭内にあり，そ

の中段上郡に設置さ

れている青銅製の半鐘。

56

匝ゆ　新里町西大堀の半鐘

銘　上

明治四十年五月

国本村第四部

佃　古賀志町向の内の半鐘

分団詰所軒卜に

下げられている青

銅製の半鐘。

用県令欄



帥　田下町中の内の半鐘

総高46c恥∴開口部外径28cⅡ】

火の見櫓の上にサイ

レンと併設されている

青銅製の半鐘。

緒　佐野余特製

㊥46－1595

餉　田野町の半鐘

火の見櫓上部に

設置されている　貢

青銅製のゝlて鐘。

l」もメ●

57

銅　大谷町立岩の半鐘

望楼最上部に取り付け

られている青銅製の

半鐘。

銅　大谷町瓦作の半鐘

火の見櫓上部に　　　プ
＿イ

サイレンと併設され　　ゝゝ

ている青銅製の半鐘。



短句　駒生町湯殿神社東の半鐘

望楼上取こサイ　ゝ

レンと併設されて

いる青銅製の1l三鐘。

帥　下荒針町羽下の半鐘

銘は陰刻で1本家先祖代々一切精霊に始まり1

28戒名と没年がそれぞれ刻まれ（天明6～嘉

永3）末尾に一家安全

子孫長久豊町月

高山五郎右衛門

嘉永三庚成（1850）三月と記されている。

総高65c一口ゝ外径36cmの青銅製の1†1鐘。

58

帥　飯田町上飯田の半鐘

火の見櫓上にサ

イレンと併設され

ている青銅製の1ll　姓招

鐘。

組　下荒針町野尻の半鐘

望楼上郡に取り付

けられている鉄製の

1l三鐘。



転句　徳次郎町上町の半鐘

総高60cm－外径34cⅡ】

銘（陽鋳〕⑳特製

佐　野

分間詰所内に保管

されている青銅製の

半鐘。

机　徳次郎町下町の半鐘

下町公民館に保管されている青銅製の半鐘。

総高54．5皿1外径30．3cm

緒（陰刻）昭和八年二月

59

錮　徳次郎町中町の半鐘

火の見櫓中段に下げ

られている青銅製の半

鐘。

銘（昏特製　佐野鋳造所

醐　下金井町の半鐘

‾卜金井公民館に保

管されているl－■i銅製

の半鐘

銘（陽鋳）佐野鋳造所製

㊧特製

内面に昭和三巨計隼匹廿下金井町の書付あり



棉　篠井町中篠井の半鐘

火の見櫓上部に‾F

げられている二青銅製

の半鐘。

桓亘　篠井町土手内の半鐘

ll：tlJrJr

9　＿lLlr≠

総高45cⅢll外径27cmの

青銅製のゝ†て鐘。

銘　㊧特製

∧佐野鋳造所製

屋内保管
乍＝軋術は

9ィ：叫川

輌　上小池町池田の半鐘

火の見櫓⊥部に下げら

れている青銅製のγ鋳で

ある。

¢亘　飯山町の半鐘

でゝ

火の見櫓上部に下げら

れている青銅製の半鐘。

サイレンと併設されて

いる。

－60－



卵下砥上町の半鐘

望楼上にサイレンと

併設されている銀色塗

装の－lく鐘。

輌　下欠町北坪の半鐘

望楼最上部に下げら

れている銀色準装の半

鐘。
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囲　西川田町北の半鐘

製楼巌寸劇に‾卜げられ

ている銀色塗装の半鐘。

囲　某日町の半鐘

望楼最上部に設置

されている銀色塗装

の半鐘。



川　西川田町南の半鐘

望楼卜段に下げられている

鉄製の半鐘。

㈹　東谷町の半鐘

半鐘専用の桂一二に設

置された青銅製の半鐘。
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ケ勿　鷺の谷町の半鐘

望楼上段に下げられて

いる鉄製の1tl鏡。

掴　茂原町の半鐘

望楼に取り付けら

れている‾l■i銅製の

半鐘。

緒　昭和25隼　茂原



㈹　兵庫塚町の半鐘

望楼最上部にサ

イレンと併設され

ている銀色塗装の

半鐘である。

銅　針ケ谷町中坪の半鐘

必威．
火の見櫓の巾断上部に

下げられている鉄製の　購¢‾∫慧

半鐘。

玉山」JLi主Jよ≡

准■．・・．′三月ーノ■
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㈹　下反町町の半鐘

∵

■

・

・

・

．

火の見櫓上段に

下げられている青

銅製の半鐘。

サイレンと併設

㈹　下横田町の半鐘

1ド鐘専用の柱l二に下

げられている青銅製

の1lて鐘。

銘　東京㊤製

が
山
払
㌢
㍗
々
権
感
遜
か
級
恥
墜
浄
欝
藍
亀

攣
激
務
漆
滋
攣
濃
密



ケ功　雀宮5丁目の半鐘

望楼上部に下げられ

ている青銅製の半鐘。

帥　羽午田町の半鐘

把＝．誹　　　　　火の見櫓上部に

下げられている　‾■■て腑j⊥

青銅製のゝl三鏡。

火の見櫓のある風景　「宇闇略記」（文久4年）より〔蓬莱町・現西3丁目付近〕

宇都宮巾大通り5－2－10　高橋節子氏所蔵
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Ⅲ　参考資料

1　金属工芸品所在一覧

（1）国指定重要文化財

（2）国語定重要美術品

N o． 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地
管 理 者　 L 指 定年 月 日

四 三　 十　 八　 問　 星　 兜 馬 場 通 り 1 丁 目 1 － 1 二 荒 山 神杜 松 本　 盛 邦 昭 9 ・ 9 ・ 1

（2） 鉄　　　 製　　　 狛　　　 犬 馬 場 通 り 1 J‾臼 1 － 1 一 荒 山神 社 松 本　 盛 邦 昭 1 0 ・ 2 ・14

（3）栃木県指定文化財

N m 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地 管 理 者 指 定年 月 R

四 兜　　 銘　　 宗　　 久 東 峰 町3 0 0 2 福 嶋　 静 子 昭 3 6 ・ 5 t 6

（2 1 鉄 錆 地 六 十 問 筋　 兜 東 峰 町3 0 0 2 福 嶋　 静 子 昭 5 4 ・ 2 ・ 2

（3） 嗣　　　　　　　　　　　 鐘 大 谷 町 1 19 8 高 橋　 敬 忠 昭 6 3 ・ 4 ・ 3

（4）宇都宮市指定文化財

恥． 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地 管 理 者 指 定年 月 R

皿 l 銅　 造　 宝　 筐　 印　 塔 上 桑 島 町 10 4 1金 剛 定 寺 平沢　 唄 普 昭 3 2 ・ 6 ・ 3

（2〉 銅　　　　　　　　　　　 鐘 竹■下 町 1 10 7 同慶 寺 福 田　 玄 莱 昭 3 3 ・ 7 ・2 1

（3〉 二 荒 山神 社 本 殿 匂 欄 擬 宝 珠 馬 場通 り 1 」‾臼 1 － 1 二一荒 山 神社 松 本　 盛 邦 昭 3 6 ・ 9 ・18

（4） 篠　　　 井　　　 神　　　 岡 篠 井 町8 2 6 阿 久 津 美 淳 昭 4 2 ・ 3 ・2 5

（5＝ 鋼 鐘 （お よ　 り の 鐘 ） 大通 り 4 丁 目 2 － 2 2宝 蔵 寺 黒 崎　 貞 遼 昭 5 9 ・ 3 t 2 1

（6） 銅　　　　　　　　　　　 鐘 塙 H I J‾臼 3 － 3 慈 光 寺 吉 H　 真 子羊 昭 6 3 ・ 3 ・2 2

（7） 銅　　　　　　　　　　　 鐘 大通 り 5 」‾目 3 － 1 4清 巌 寺 樋 口　 良 弘 昭 6 3 ・ 3 ・2 2

（8） 銅　　　　　 灯　　　　　 籠 大 谷 町 1 19 8大 谷 寺 高 橋　 敬 忠 昭 6 3 ・ 3 ・2 2

（5）未指定文化財

Nm 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地 管理者 備　　　 考

皿

＋ 宝 蔵 寺 不 動 常 の 鰐 口 大通 り 4 T R 2 －】2宝蔵寺 黒崎　 貞遼

国 清 廉 寺 呑 昔巨堂 の 鰐 ∩ 大通 り 5 丁 日 3 － 14清巌寺 樋 【‾l 良弘

③ ・善 願 寺 観 音 堂 の 鰐 ∩ 南大通 り 1 丁 目 8 －19善厨寺 加藤　 康照

④ 柳　 光　 寺　 の　 鰐： ∪ 柳 H 町354番地 柳Ⅷ町自治会
例光寺 は現在
公民館
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Nm 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地 管理者 備　　　 考

皿

⑤ 毘 沙 門 堂 の 鰐 口 新里町864 統里3区自推

⑥ 人 谷 寺 LL」門 の 鰐 口 大谷町1198大谷寺 高橋　 敬忠

⑦ 大 谷 寺 木 ′芋 の 鰐 ∩

⑧ 大 谷 寺 宝 物館 の鰐 ∪

⑨ 大谷寺 阿弥陀堂 の鰐 口

⑲ 持　 宝　 院　 の　 鰐　 口 田下町564持宝院 伊東　 永峰

⑪ l羽 下 削 市号 の 鰐 口
下荒針町2625羽下薬 師堂 倉松 松良

飯田町農事維台

（能満寺）

⑲ 飯田町旭観音堂 の鰐 U 飯 H 町405番地　 観音堂

⑲ 立 岩 地 蔵 尊 堂 の鰐 口 大谷町374 ・・2 立岩地蔵 尊常 戸室　 智之

⑭ 大 道 寺 観 音 堂 の鰐 口 大谷町317　　　　　　　 1柴田　 ノブ

⑮ 麦 倉 家 薬 師掌 の鰐 口 下荒針町3638 麦倉　　 武

⑯

⑲

徳次郎町薬 師萱 の鰐 ∩ 徳次郎町225

阿久津義淳

2 個

篠 井 神 向 の 鰐　 口 篠井町826

⑩ 光 害 寺 薬 師 堂 の鰐 口 西川田本田J l － 9 －34光 古寺 高田　 貞員

⑲ 高 照 院 墓 域 の 鰐 口 下欠勘‾623

⑲ 蒔 田町 薬 師 常 の鰐 口 幕田町267 眉間南白治会

⑪ 正 光 寺太 子萱 の鰐 ∩ 雀の宮町 4 丁 目 5 －18 壬隼の観音寺

⑳ 金 剛 走 寺 の 鰐 U ：上桑島町104 1金剛定寺 平沢　 順晋

（2）

厄 上龍谷町雨宮神社の鈴 上龍谷町1538雨宮神社

大綱田J263高 麗神社

芝野　 卓三

l② 大 綱 町 高 教 神 祉 の鈴 外鯨　 民夫

③ 智 賀 都 神 社 の 鈴 徳次郎 町2478智賀都神社

④ 健 次 郎 田J神 明 害 の 鈴

石那田町高覇神社の鈴

徳次郎町 卜田中神明宮 下田IP自治会

⑤ 右那甘 町1493高麗神社 和 田　 晃一

（3）

① 宝　 蔵　 寺　 の　 宝　 剣 大通 り4 T R 2 －12 黒崎　 貞遼

② 持 宝 院 参 道 脇 の 宝 剣

′′ 本 殿 前 の 宝 剣

ロ下 町564多気 山持宝院 伊東　 永峰

③

ー④
′′　地蔵尊堂脇の宝剣

四

①

②

鶴 ［］ 毎　 音 堂 の 鉦 鶴 田町243能備寺第二別院 中村 昇

阿久津 栄卜 ／」1 池　 町　 の　 鍾 下′」ゝ池 町981

③

④

宝　 林　 寺　 の　 鉦 卜欠町708宝林寺 八尋樫豪宥 ■

東　 福　 寺　 の　 鉦 F‾砥上町866東福寺 高橋＋道順

⑤ 晩 生 町 上 駒 生 の 鉦 駒生町2802 一一1 城山分団12都

（5）

① 宝 林 寺 の 龍 辰 （4 ） 上欠町708宝林寺 八重樫豪 宥

② 東福寺の竃辰（大 1 1′J14） 下砥 上町866東福寺 高橋　 道 旦弓
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Nn 名　　　　　 称 所　　　　 在　　　　 地 管理者 備　　　 考

（5）③ 福智 院の龍 辰 （4 ） 蒔田町1078幕田町公民館 （福智院） 己

（6）
団 慈 光 寺 の 半 鐘

持 宝 院 の 半 鐘

塙田1丁目3 －3慈光寺 吉田　 真祥

② 田下町564多気山持宝院 伊東　 永峰

（7） 英 巌 寺 跡 の 鳥 居 花房本町2真顔寺敷地内 宇部一．喜市

㈲ 妙 正 寺 の 供 養 塔 大通り5丁目3 －8妙正寺 斎藤　 龍遵

（9） 二荒山神社の手水鉢 馬場通り1 J‾臼1 －－1二荒山神社 松本　 盛邦

㈹ 持宝院 の宝 剣絵 馬 町‾F町564持宝院 伊東　 永峰

四 広琳寺 の露 盤宝 珠 平出町1673広琳寺 松．本　尊弘

㈹ 蒲生神社の天水槽（1対） 福田5 － 1－19蒲生神社 暫田　　 孝

摘 〝　　 鉄燈籠（1対）

（6）消防関係半鐘

m 名　　　　　　 称 所　　　 在　　　 地 管 轄 ・管 理 者 備　　　 考

皿 消 防 本 部 の 半 鐘 （2　口 ） 大 曽 2 丁 目 2 － 2 1消 防木 部 宇 都 宮 市 消 防 本 部

（2） 東 塙 田 の 半 鐘 （ 2　U ） 東 摘 出 1 丁 目 5 － 2 1 市 消 防 団 第 5 分 団

田 竹　 林　 町　 の　 半　 鐘 竹 林 町 5 7 5
宇 都 宮 巾 消 防 団
豊 郷 分 団 第 1 部

（4） 今　 泉　 新　 町　 の　 半　 鐘 今 泉 新 町 1 6 7 豊 郷 分 団 第 1 0 部

（5） 台 新 田 1 T R の 半 鐘 台 新 田 1 丁 目 1 横 川 分 団 策　 2　部

（6） 駒 生 町 西 中 丸 の 半 鐘 駒 生 町 西 中 丸 1 0 04 城 山 分 団 第 10 部

（7） 星 が丘 2 丁 目の半 鐘 （2 ［コ） 星 が 丘 2 T R 3 ，市 消 防 団 第 1 分 団

（8） 石 井 町 福　 島　 の　 半　 鐘 石 井 町 福 島 24 9 l 平 石 分 団 第　 5　部

田 石 封二町 新 谷　 の　 半　 鐘 ′′　 新 谷 13 6 7 〝　　 第 6 部

掴 石 井　 町 根 本　 の　 半　 鐘 ′′　 根 本 ′′　　 策 1 部

四 石 井 町 下 川 岸 の 半 鐘
亡　 ′′　 下 川 岸 12 2

′′　　 第 3 灘

田 石 刃二町 西 組　 の　 半 鐘 ′′　 西 粗 4 9 3 ′′　　 第 2　部

（1頚 上　 欠　 町　 の　 半　 鐘 上 欠 町 70 5 姿 川 分 団 第　 4　部

四 砥　 上　 町　 の　 半　 鐘 砥 上 町 7 4 7 ′′　　 第 6 部

田 鶴　 田　 町　 の　 半　 鐘 鶴 田 町 2 6 0 ′′　 第 7 郡

中 央 消 防 署東 町 分 署

（下 鵜 川 ）

（凋 中央 消 防 署 東 町 分 署 の 半 鐘 東 町 4 3 －－ 2 東 町 分 署

四 平　 出　 町 鶉　 内　 の　 半　 鉢 平 出 町鶉 内 2 3 3 6 － 1 平 石 分 間 第 1 2 部

′′　 第 1 1 部（18） 平　 出　 町 東 姐　 の 半 鐘 ′′　 東 組 2 8 8 － 2

十∵十 平 山 町 中 平 出 の 半 鐘 〝　 中平 出 7 7 8 ′ノ　　　 第 10 部

＿竺当
≦柳 口 町 屋 敷 北 の 半 鐘 柳 H 町 屋 敷 北 3 5 5 三平 石 分 団 第 9 部

針） 野　 高　 谷　 町　 の　 半　 鐘 野 高 谷 町 3 2 1 清 原 分 団 第 4　郎
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田 竹　 下　 町　 の　 半　 鐘 竹下 町986 〝　　 第 1 郡

銅 鎗　 山　 町　 の　 半　 鐘 錯 山町1066 〟　　 第 7 部

四 氷　 室　 町　 の　 半　 鐘 氷室 町1712 ′′　　 第 5 分 団

銅 桑　 島　 町　 の　 半　 鐘 桑 島町中411 ′′　　 第 9 郡

囲 清　 美　 六　 町　 の　 半　 鐘 満美 穴町］09 ′′　　 第 2 部

帥 平　 松　 本　 町　 の　 半　 鐘 平松 本町71 構 J】r分 団 第 5 部

（姻 下 葉　 町 上 坪　 の　 半 鐘 下 栗町17飢 ′′　　 策 6 部

拍 下 栗　 2　丁　 目　 の　 半　 鐘 ′′　 1097 ′′　　 第 7 部

郎） 下　 乗　 町　 の　 半　 鐘 ′／　 262 〝　　 第 8 部

机 さ　 る　 や　 ま　町　 の　 半　 鐘 さるやま町182 ′′　　 第 9 郡

銅 屋 坂 町 下 屋 板 の 半 鐘 屋板町下屋板725 ′′　　 第 12 部

銅 砂　 田　 町　 の　 半　 鐘 抄出町432 ′′　　 第 10 部

如） 東　 横　 出　 町　 の　 半　 鐘 東横田町396 ′′　　 第 13 郡

錮
‾‾F 桑 島 町 谷 川 の 半 鐘

下桑島町488 瑞 穂 野 分 団第 1 部

囲 西　 刑　 部　 町　 の　 半　 鐘 西刑部町823 ′′　　 第 4 部

帥 平　 塚　 町　 の　 半　 鐘 平塚町128 ′′　　 第 3 部

㈹ 長　 岡　 町　 の　 半　 鐘 長岡町I14 豊 郷 分 団 第 8 部

餉 海　 道　 町　 の　 半　 鐘 海道町552 ′′　　 第 9 部

㈹ ド　川　 俣　 町　 の　 半　 鐘 下川俣町882－ 1 ′′　　 第 2 郎

叫 岩　 曽　 町　 の　 半　 鐘 岩曽町451 ′′　　 第 6 郎

田 新 里　 町 上 野　 の　 半　 鐘 新里町丙⊥野566 国 本 分 団 第　 3　部

㈹ 新 里 町 西 田 中 の 半 鐘 ′′　 甲西田中 ′′　　 第 1 郡

恒） 宝 木 本 町 藤 岡 の 半 鐘 宝木本町藤岡2082 ′′　　 第 5 部

摘 宝 木 本 町 情 理 道 の 半 鐘 宝木本町 悟理道1295 ′′　　 第 8 部

㈹ 細　 谷　 町　 の　 半　 鐘 細谷町333－ 1 市 消 防 団 第 11 部

帥 新 里　 町　 山　 王　 の　 半 鐘 新里町 乙山王 国 本 分 団 第　 2　部

㈹ 新 雫 町 西 大 魔 の 半 鐘 ′′　 西大堀 〝　　 第 4 部

㈹ 宝 木 本 田J 仁 良 塚 の 半 鐘 宝木本町仁良塚2250 〝　　 第 6 部

¢功臣古　 賀　 志　 町　 の　 半　 鐘 古賀志 町338 城 し1」分 団 第 4　郎

町 出 下 町 中 の 内 の 半 鐘 田下 町中の内 ′′　　 第 14 部

轟 大 谷 町 立 岩 の 半 鐘
大谷 町立岩384 〟　　 第 2 部

¢功）田　 野　 剛‾　 の　 半　 鐘 田野 町845
1　 ′′　 第 3 部

帥 ・大 谷 町 瓦 作　 の　 半　 鐘 大谷 町瓦作800－ 6 城 山 分 団 第 16 部

㈹ 劉生 町湯 殿 神 社 東 の 半 鐘 駒生 町1785 ′／　　 第 7 部

囲 飯 田 町 上 飯 田 の 半 鐘 飯 田町上飯 出1046 ′′　　 第 15 郡
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No． 名　　　　　　 称 所　　　 在　　　 地 管 轄 ・管 理 者 備　　　 考

囲 下 荒 針 町 羽 ‾F の 半 鐘 下荒針羽下2250 ′′　　 第 9 部

囲 下 荒 針 町 野 尻 の 半 鐘 ′′　 野尻3437 ′′　　 第 1 郡

囲 徳 次 郎 町 上 町 の 半 鐘 徳次郎岡 上町3084 富 屋 分 団 第 4　那

榊 徳 次 郎 町 中 町 の 半 鐘 ′′　　 中町 ′′　　 策 1 部

机 徳 次 郎 町 下 町 の 半 鐘 ′′　 下町公民館 ′′　　 第 2 部

¢勿 下　 金　 井　 町　 の　 半　 鐘
‾‾F金井町公民館

下　 金　 井　 町　 会

¢頚 篠 井 町 中 笹 井 の 半 鐘 篠井町中篠井 篠 井 分 団 第 2　部

囲 上 ／小 池 町 池 田 の 半 鐘 上′」1弛 町池 田391 ′′　　 第 4 部

桐 篠 井 町 上 手 内 の 半 鐘 篠井町上手 内 ′′　　 第 1 部

㈹ 飯　 山　 町　 の　 半　 鐘 飯山町 ′′　　 第 5 部

銅 下　 砥　 上　 町　 の　 半　 鐘 下砥上 町754 姿 川 分 団 第　 5　部

梱 西 Jrl 田　 町 北　 の 半 鐘 西川田町1038 〟　　 第 10 都

銅 下 欠 町 北 坪　 の 半 鐘 下欠町北坪623 ′′　　 第 3 部

㈹ 幕　 田　 町　 の　 半　 鐘 幕田町696 ′′　　 第 2 部

四 西 川　 田　 町 南　 の　 半 鐘 西川田町 9 －33 ′′　　 第 1 部

田 鷺　 の　 谷　 町　 の　 半　 鐘 鷺 の谷町237 ′′　　 第 8 部

田 東　 谷　 町　 の　 半　 鐘 東谷町新田
　 ′′　 第 7 部

東 谷 町 新 出 自治 会

掴 茂　 原　 町　 の　 半　 鐘 茂原町490 ′′　　 第 9 部

㈹ 兵　 庫　 塚　 町　 の　 半　 鐘 兵庫塚町300－ 2 ′′　　 第 9 部

㈹ 下　 反　 町　 町　 の　 半　 鐘
‾F反町町318－ 2

雀 宮 分 団 第 4　部

㈹ 針 ケ 谷 町 中 坪 の 半 鐘 針 ケ谷町880 ′′　　 第 10 郡

㈹ 下　 横　 田　 町　 の　 半　 鐘 下枝 田町715 ′′　　 第 6 郡

F9） 雀 宮　 5　丁　 目　 の　 半　 鐘 雀宮 5 丁 目 3 －19 ′′　　 第 1 部

帥 羽　 牛　 田　 町　 の　 半　 鐘 羽牛 田町189－ 1 ′′　　 第 5 部
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2　宇都宮藩御用鋳物師戸室氏について

江戸時代からゝ明治時代の初期にかけてゝ宇都宮城下を中心に活躍した鋳物師がいた。こ

の鋳物師は戸室という姓であり－宇都宮藩の御用鋳物師として－鉄胞町の町の名前の由来に

もなったように1大砲などの武器芙亘を製作していた。そのかたわらゝ梵鐘や仏像などの製作

も手がけて1多くの作品を残した。しかし第二次世界人戦時の金属供出のため1多くの作品

が失われたのは誠に惜しむべきものである。今回の詞査の中で戸基氏に関する文献や御指摘

があったため1以下それらを記載してみたい。

（1）『鋳物師戸室氏一門とその遺作について』　　冨　祐次

（昭和62年発行『行諒芸談』第4号より）

ド野の鋳物師といえば1佐野天明に代表されるかのようであるが1近世特に十七世系己末

から十八世紀にかけて活躍した鋳物師戸重民一門が宇都宮にも存在したのである。

戸室氏一門の遺作は1氏家町光明寺にある県指定文化財「銅造不動明王坐像」や宇都宮

市善願寺にある市指定文化財「銅造慮舎那仏坐像」（ともに露座仏）に代表される如く1

宇都宮市内や近在には－　かつて多数の作品が存在したことが推測されるがゝ江戸期におけ

る再三の大火一近くは第二次大戦の空襲一金属回収による供出などにより追存するものは

少ないが－幸いにして供出を免れた梵鐘が宇都宮市内の大谷寺（大谷町）－　慈光寺（塙田

一J‘目上清巌寺（大通り石丁目）に現存するので1以下これらについて－　その概要を記

してみたい。

0大谷寺の梵鐘

総高115．Ocm　　口径　49．Ocm

比較的小型の鐘であり，軽快な姿をしている。笠の盛りあがりは高く，胴は肩から駒の

爪まで直線で張りがなく，時代の特徴を示している。しかし乳は四段四列で－駒の爪は張

り出しも少なく1幅も狭いところに占‘様が見られる。池の問1～4の全区に緒文が陰刻さ

れており，銘により元禄8年（1695）同寺住職応賢が戸竃重郎兵衛尉藤原定国に制作させ

たものであり－　これが宇都宮市内にある戸室鋳物師の作品としては最古の紀年銘を持つも

のであり－制作者は初代定国と思われる。

0慈光寺の梵鐘

総高　土40．Oc皿　　口径　59．5c皿

大型の銅鐘であり1堂々とした風格を示している。鐘身には幾分張りが見られるが1肩

より駒の爪まではぼ直線で成形されている。乳は各区に五段五列一縦帯上部にも各区に2

個一計108個が鋳出されているところに江戸期の特徴がみられる。撞座は蓮華又であるが1

その後は14．Ocmと極めて大きくなっている。銘はl・2区に陰刻されており－　銘文には

同寺の縁起と併せて創建時の鎧が破損したためゝ宅永元年（1704）当寺第12世見誉雲外
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の時一大工町の竹岸孫惣が先祖の菩提を弔うため1戸室十郎兵衛藤原貞国に依頼しゝ奉納

Lたことが記されている。大谷寺の梵鐘より9年後に制作されたものである。

。清巌寺の梵鐘

総高134．0皿　　口径　59．Ocm

重要文化財「鉄塔婆」の建つ覆屋のすぐ東にある鐘楼に懸垂されている。これも慈光寺

の鐘についで大型に属するものでゝ姿は整実されておりゝ若干下方が開いている。笠の盛

り上がりは掛こ高く－乳は五段五列1縦笛上郡に8個，計108個と慈光寺のものと同じく1

下請こは全周にわたり唐草文が陽鋳されている。他の間には1区に梵字（キ1」－ク）1字

が陽鋳され－　2～4区には小さな文字でびっしりと長文の銘が陰刻されている。この銘文

によれば－万治3年（1660）に鋳造された鐘が1火災により破損したため寛延4年（1751）

今小路町の′Jゝ牧時敏が戸室将監藤原元蕃に制作させて納めたことがわかる。

寺の諸によれば1この鐘は同寺が一時荒廃した時－すぐ裏の［削Ilに投げ入れられていた

ものを引き揚げ1一時隣の妙正寺にあったが－銘文を調べたところ清適寺の鐘と判り－寺

に戻されたといわれている。また－　この鐘は宇都宮でも掛こ姿も美しく1音色もよいこと

から今次人戦の供出から免れたとのことである。

。鋳物師戸重民一門について

戸室家は現在も子孫が連綿として続いており1当主弘氏は第14代として市内吉野2丁

目に居住しているが－同家に伝わる家系略記や過去帳によれば1先祖は常陸国右下の豪族

八田氏の家臣であったが1慶長2年（1597）八田氏没落後宇都宮に来て鋳物師となり1寛

文4年（1664）に没してい

る法名「本願道春席上」が

初代定国を称したものと思

われゝ代々宇都宮藩御用鋳

物師として兵器（大砲など）

の製造にあたるかたわら鐘一

燈籠等の仏具などを制作し

ていたもので，当主の祖父

竹次郎（明治34年没）まで

鋳物師を業としていたが1

時世の変遷とともに不振と

なったため廃業し－　以後

「鐘犀」と称し荒物屋となっ

たが，現当主になってから

室内装飾関係を扱う店とな

りゝ　最近馬場通り1丁目

名　 称 制作年代 作　　 者　　 銘 所 有 者 備　　 考

嗣　　 韓
元手哀8 年

（169 5）
戸室垂郎兵衛尉藤原 定国

宇 都 宮 市

大 谷 寺

宝永元年

り70 4）
戸室十郎兵衛藤原貞国

慈　 光　 寺

享保元年

（171 6）
戸室将監定国

同　 慶　 寺

市指定　文化財

銅 燈 籠 戸室将監藤原元蕃
大　 谷　 寺

銅造盛会

那仏坐像

享保2 0年

（1 73 5） 善　 願　 寺

市 指定　文化財

銅像

宝筐 印塔

元文元年

（1 736）
戸主将藍藻原元 蕃作

金 剛 走 寺

銅　　 鐘
寛延 4 年

（1 75 1） 清　 廉　 寺

銅追不動 宝暦 2 年 宇都宮鉄砲 町 氏　 家　 町 県指定

明王坐像 （1 752） 戸室卯兵衛　 生年七十一寸‾ 光　 明　 寺 文化財

銅像 宝暦13年
戸室 持監藤原元蕃作

宇 都 宮 市 九輪 ・屋根

宝筐 印塔 〔1 763） 生　 福　 寺 破損

銅　　 鏡
文政元年

（1呂18）
戸重将 監造之

上 河 内 村

羽黒 山神杜

鋳物師戸室氏一門の主なる作品
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（旧鉄砲町）から吉野2丁目に転居されたところである。

かって－宇都宮には鋳物師が住む町として町名にまでなっていた。そのなかでも代表的

鋳物師戸室氏一門をはじめ鋳物師がこの町から町名とともに姿を消してしまったことはゝ

時代の推移とはいえ1一抹のさびしさを感ずるものである。

（栃木県文化財保護審議会委員・宇都宮市文化財保護審議委員会委員）

（2）『金工品調査雑考』　　渡辺　龍瑞

（昭和15年発行『下野史談』10巻2号より）

六　宇都宮鋳工戸室氏に就て

宇都宮住の鋳物師戸室氏の作品が那須地方に相富見られるので－久しい前から調べ度と

思ってゐた。不囲も今夏1宇都宮清住町・賓勝寺鐘（賓永三年躊一　口径二尺六分一高三尺

六寸余）手拓の折，見物の方から戸重民の親族なる事其の戸室氏は繊畑町屋碗も鐘屋事戸

室氏なる事，菩提所は寺町・生福寺でゝ其の墓地には御家垂の鋳物の墓碑ある事や其の盗

難秘聞迄卸間きして1永らくの宿願成就の端緒を得一而も縁は恐ろしく生福寺字迄手拓す

る事となり1雨の中を手拓の上石基碑に参拝ゝ後又戸重民往訪の機を得て1梵鐘の手引と

歓び　一　ニロ共に戸重民の作品であったこと勿論　一且つは其の縁を奇特と思った次第

で－以下少しく戸重民に就いての紹介兼筆者の備忘として置き度と恩ふ。

戸重民は江戸初案末より縫物を業とし1先代の戸室竹次郎氏迄は纏績したのであって－

其の系囲もあったと云ふが1火災其他の焉めに散秩しゝ現在に於ては上記の墓碑銘文や緒

方に散在する作品により詞ぶるの他はない。

右墓碑は正徳二年五月十三日に戸主元蕃の建立でゝ（註参照のこと）其の墓碑銘による

と来歴を説き。

吾祖石下稲葉者本出八田家臣也慶長二丁酉中八田氏没靡」臣悉落娩民間祖稲糞亦焉庶人

夫祖父石下璽定好事作大」冶氏以寛文中甲寅二月卒家若戸室定団結箕裏之業亦焉躊」工元

文戊午六月十日易工予憤慨而建碑後観此者欽祖先之」業削岩得儲而望萄哉大祖距今大凡百

六十年勤以示耳孫」

と五行に刻名がある。即ち其れによれば戸重民鋳工としての先祖は石下重定で寛文中に卒

したと云jl。しかし現在の所は其の遺品に接し得ず残念である。其の業を嗣いだのは戸室

十郎兵衛定園で元文三年六月十日に易筆してゐる。現在遠存する大体の作品は此の定国連

りからのもので1以後皆十郎兵衛と云ひ又重郎兵衛・婿監等と栴し1講の刻まれてゐるも

のゝ他は識別に困難な程である。其の後纏者は将監元蕃で又多くの作品を残している。今

是等作品と－上記墓碑に追刻してある法名没年とを封照して便宜に備へたい。（姓省略ス）
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紀　 年 名 所 在 地　と　作 品 法 名 没 年 月

元禄　 四 十郎兵衛貞園 氏家町光明寺梵鐘

遺察妙元居士

享保十三一八1 五

高山宗心居士

元文三一六一十

囁空浄光居士

賛暦六1 五1 廿八

能達成智居士

明和ニー十二1 二

囲智是白居士

安永四1 十1 八

空観光鋳居士

文政元1 六一二

躊徹道燈居士

森永四ゝ二1 廿五

】

′′　　四 重郎兵衛定園 璧原町妙雲寺半鐘

賓永　 二 十郎兵衛 宇都宮浄鏡寺鐘

〝　　 三 重郎兵衛 宇都宮賓勝寺鐘

正徳　 四 重郎兵衛 伊王野村稲澤双盤

婿監 野崎村高性寺双盤

享保 四

元文‾元

婿監

将監元蕃

伊王野村東岩崎地蔵堂双盤

瑞穂野村金剛定寺賓箇印塔

〝 三

寛保 元

婿監元蕃

酒監

黒羽町田町地蔵尊

金田村妙徳寺半鐘

延享 三

贅暦 八

婿監元蕃

将監

川西町常急寺地蔵尊

大田原不退寺半鐘

／／　 九 牌監 東那須野村薬王寺半鐘

〝 十三

明和 五

文化 五

弘化 四

将監元蕃

将監

十郎兵衛

将監

宇都宮生福寺賓箇印塔

東那須野村金乗院鐘

佐久山町正浄寺半鐘

南郷村龍念寺半鐘

是等は其の一部分で1各地に多くの作品が残された宇は戸室家蔵の請負帳を見ても解る

のである。

此間神備具に限らず其の作品は日常什器類から1宇都宮藩御用の大砲鋳造にも及び－

「大筒鋒立方」御用と染めぬいた旗が残って居り1其の作品分布ほF野の宇都宮を中JL－と

する東半に及んでゐるのである。即ちF野の鋳工の縄張を想定すれば西は佐野天明躊工の

範臥東は戸重民の縄張となるのである。其他同家には請負帳ゝ覚帳注文帳見積書等の文

書が幾分残って居り－他日を期して其の分布と内容を衰に委細調べてみたいと患う。斯く
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て，此の歴史ある戸基氏の鋳物業も先代竹次郎氏を最後として韓業したのであるが1其の

躊仕舞は芳賀郡口野村山本の妙伸寺梵鐘にして1時は明治二十四年九月十九であった事を

附記して筆を潤く。

（註）三角形二代四寸ゐ躊銅で蓮台に乗り－更に自然石に載ってゐる。正徳二年元蕃の作並に建立で

面両親法名一　石に上記の由緒文1背面に先祖代々三界万蛋の文字其他を刻み－左には多数の法

名没年を刻む。蓋し此の血並びに背面の一部は後世の遺刻である。一度盗難に遍ひ古物商の店

頭より取戻したと云ふ。珍碑

（3）『天明鋳物資料集　天明鋳工作品各国別（乾坤）』　　社団法人　佐野青年会議所

（昭和53年発行）

例　言

一1本書は足利市丸山瓦全翁調査の「天明鋳工作品各国別（乾坤）」を昭和二十五年四月

五日に鋳物師若林彦一郎氏が借用清書したものを原本にしたものである。名：林彦一郎氏筆

写のものを前沢が写真に転写しさらに原稿用紙に浄書した。第一校正の段階で前沢・沢田

勝之と田村了一が原典と照合した。印刷・写真・佐野市資料編との関係は青年会議所文化

問題委員会委員と協議配列等を決定した。

「下野に存す天明鋳丁以外の鋳工作品」

下野宇都宮鋳⊥作品（以下戸重民と関係ないものは省略した）

0上都賀郡北犬飼村永林寺鐘　正徳一稔秋八月

鋳物師宇都宮住　戸室将監藤原定国作

0同郡南押原村　瑞雲寺鐘　延享第四龍某丁卯十一月廿日

宇都宮

0同　加蘇村常真寺鐘

鋳物師宇都宮

D同村　興源寺鐘

冶工宇都宮住

口日光町　龍蔵寺鐘

鋳物師宇都宮

戸箋将監藤原元蕃

正徳五乙未歳十月二十日

戸室将監定国

正徳六内申孟夏吉日

戸宰将監藤原元蕃作

宝永七庚寅三月朔日

戸室将監藤原定国

D那禎郡佐久山町正沢寺半鐘　文化五戊辰十一月

戸室十郎兵衛作

D同郡大輪龍念寺半鐘　　弘化四丁未年正月元日▲

宇都宮　　　　戸室将監作

◇同伊玉野村字岩崎　　　享保四己亥天三月吉日

うつのみや　　戸主将監作
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0同郡東那須村金乗院鐘

宇都宮鋳物帥

0同塩野崎薬王寺半鐘

鋳師宇都宮

。同野崎村高性寺双盤

宇都宮冶工

明和五年戊子五月吉辰

戸室将監

同江戸神田多川民部弟子武兵衛

宝暦九己卯三月大吉祥日

戸室将監作

正徳四甲午歳八月廿四∪

戸室将監作

0同川西町常念寺地蔵尊銅像　延幸三丙寅年二月十有二日

鋳物師宇都宮住

。那須郡市野沢勧浄寺半鐘

宇都宮

D那須郡練：賢　稲沢双盤

宇都宮

0不退寺半鐘

宇都宮住

0黒羽田町地蔵銅像

宇都宮住

戸室将監藤原玄蕃作

寛保元龍次辛酉十月摩珂日

戸室将監

正徳四甲午天二月吉日

戸室重郎兵衛作

宝層八戊寅天三月吉良

戸室将監作

天文三戊午天文三月吉日

戸室将監元蕃作

ロ塩谷郡喜連川町驚宿松岩寺鐘　明治廿三年四月

鋳造人手都営住　戸室将監玄蕃

◇那須郡野崎村法善寺鐘　宝暦十庚辰歳八月十三日

宇都宮　　　　戸室将監作

。宇都宮福田　慈光寺鐘　宅永元甲申如意日

宇都宮鋳師　　戸室十郎兵衛作藤原貞国

松本新助藤原吉国

0河内郡絹島村下小倉清泉寺鐘　寛延二己巳天十月吉祥臼

鋳師宇都宮　　戸篭将監藤原元著作

0宇都宮清巌寺鐘　　　　万治三年庚子応鐘廿日

鋳師　　　　　太田喜平7台藤原忠楕（旧銘）

同寛延四辛未年三月十五日鋳造の現存の鐘

鋳師当所　　　戸室将監藤原元蕃

0宇都宮市桂林寺鍔　　　元禄十六実未年四月七日

作者　　　　　戸室重郎兵衛定国

松木新助吉国

口都賀郡押原村上石川恵林寺鐘　正徳二稔秋八月

鋳師宇都宮住　戸室将監定国　二尺○八分
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0芳賀郡益子町観音寺鐘　元禄七歳次甲戌五月十二目

二尺乳八○

冶工宇都宮　　戸室十郎兵衛藤原定国

松本新助吉国

。同郡清原村竹下同慶寺鐘　享保改元歳舎丙辰冬十月

二尺四寸

大治工本州芋陽城下　戸室将監藤原定国

乳－○八

（保留二十一年八月鐘供養）

0河内郡城山村大谷寺鐘　元禄八己亥天三月吉日

鋳師宇都宮住　戸室重郎兵衛定吉

0宇都宮市清住町宝腰寺鐘　宝永三丙戌稔孟春吉辰

戸室重郎兵衛定国

。同宿郷町善願寺鐘　　享保九辰歳五月吉日

鋳工手都宮　　戸室将監藤原元蕃

。下都賀郡姿村下古山華蔵寺鐘　寛保壬戌天十一月

鋳師宇都宮　　戸室将監作

0同石橋町開運寺鐘　　宝層八龍集戊寅九月

冶工宇都宮住　戸室将監藤原元著作

0宇都宮市河原町妙正寺鐘　宝暦三歳舎突酉七月二十三日

松本新助吉国

冶工

再興之鋳師

口同　杉原町浄鏡寺鐘

鋳物商

戸室十郎兵衛藤原定国

銘文中此記方不明

戸室将監藤原玄蕃

宝永式乙酉季十月日

戸室十郎兵衛

松本新助

（寺より届出るは寛永二年とあれども宝永巷見誤りしもの）

。河内郡羽黒山之鐘（元禄十四辛巳歳九月吉祥日）

文政元戊寅年十月中再替

戸室将監造之

宇都宮博労町取次人鍋屋磯七とあり1肩書に佐野天明鋳師とあるも誤ならん

。同郡本郷村東汗満願寺鎧

干時元禄十六実未天三月吉祥日

同国宇都宮冶工　戸室十郎兵衛藤原定国
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0塩谷郡氏家町光明寺鐘　松本新助

元禄四幸夫歳孟夏十六日

冶工宇都宮池上住　高山加兵衛藤原加和

同当所‾

同大町住

。芳賀郡田野村妙伝寺鐘

宇都宮鉄砲町

0同祖母井町崇真寺鐘

冶工

宇都宮住

。河内郡平石村広琳寺鐘

山田孫兵衛藤吉照

戸室十郎兵衛藤原定国

明治廿四年十二月廿五日鋳造

戸室将監家十二代戸室竹次郎之作

元禄十七歳次甲辛季春二十一日

山重定　二尺二寸　乳一○八

戸室藤原定

享保十年三月六日

鈷工宇都宮住人　戸室将監藤原元蕃

口宇都宮観専寺鐘　　　　延享四年十一月

宇都宮市　　　戸室将監藤原元著作

。宇都宮／巨袋町宝蔵寺鐘　宝永七年春王三月

鋳師　　　　　戸室十郎兵衛

D宇都宮市寿町延命院鐘　寛永五年龍集戊子

戸室垂兵衛藤原貞国作

0上都賀郡加蘇村興源寺鐘　正徳六丙申孟夏

冶工宇都宮住　戸室将監藤原元著作

。芳賀那須藤村長安寺半鐘　嘉永三年五月

宇都宮鉄砲町御用鋳物師　戸室将監

。／♪山町現声寺鐘　　　　元文五年十一月

鋳司宇都宮住　戸室将監藤原元蕃作

0宇都宮郡加蘇村　　　　正徳五年十月

鋳物師宇都宮　戸室将監藤原定国

。下都賀郡富山村富田大中寺鐘　宝永七庚寅年五月朔日

鋳師宇都宮　　戸室将監定国

◇河内郡石橋町開運寺鐘　宝永八龍集戊寅九月吉祥ヨ

冶工宇都宮住　戸室将監藤原元著作

0那須郡佐久山町正浄寺半鐘　文化五年十一月

戸室十郎兵衛

0芳賀郡益子町字避祖土正宗寺鐘　享保九甲辰四月廿式月

二尺　乳八八

冶工宇都宮住　戸室将監藤原元蕃
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。同郡田野村光明寺鐘　　元禄十五年三月

戸室重郎兵衛建国

0那須郡大田原城東′」ゝ滝妙徳寺　寛保元年十月

戸室将監作

0同大田原町洞泉院半鐘　弘化二年秋

戸室将監作

0塩谷郡氏家町光明寺大日銅像　明和四年四月

宇都宮　　　　戸室平蔵同儀兵衛

不動尊銅像　　宝暦九年四月

宇都宮鉄砲町　戸室卯兵衛　生年七十一才

0芳賀郡田野村山本光明寺鐘

豊元禄十五壬午天三月吉祥日

二尺三分　乳六四

戸室重郎兵工藤原産国作

（4）北口英娃栃木県立美術館副館長からの資料提供

①　福島県棚倉町　地蔵菩薩半蜘傑

宝暦三年　鋳工　戸室将監　　（現存せず〕

②　西白河郡表郷村　常在寺　梵鐘

享保二年　戸室重郎兵衛

（往時火災に会い1鋳直したものがあったが，昭和十八年に供出）

③　白河市関山　満願寺　宝簡印塔

延享三年　戸室将監藤原元蕃　（現存）

（銘文・延幸三丙寅龍集

初夏大吉辰満願寺現住

法印　宥鉾

筆者

泰巌房

宥胤

宇都宮住

御法師

戸室将監藤原元著作）

④　那須郡湯津上村　地蔵菩薩像

天保四年　戸室将監　　　　　（現存）

（狭原の延命地蔵といわれていた）
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⑤　芳賀郡芳賀町西水沼　常珍寺　鋼造地蔵菩薩単軌像

元禄九年　戸室将監藤原元蕃　（現存）

⑥　宇都宮市西刑部町　成頗寺　梵鐘　（供出のため現存せず）

戸室十郎兵衛藤原貞国

⑦　宇都宮市駒生町　能満寺　梵鐘　　（供出のため現存せず）

宝永六年　戸室十郎兵衛藤原貞国

⑧　芳賀郡芳賀町下延生　城興寺　鋼造地蔵菩薩坐像

（町指定文化財）

⑨　鹿沼市　永林寺　梵鐘

正徳二年　戸室将監藤原定国　（供出のため現存せず）

⑬　鹿沼市　瑞光寺　梵鐘

延享四年　戸室将監藤原元蕃　（供出のため現存せず）

⑪　日光市　龍蔵寺　梵鐘

宝永七寅年三月一日　戸室将監藤原貞国　（供出のため現存せず）

⑫　鹿沼市　常真寺　梵鐘

戸室将監藤原定国

⑬　市員町　妙意寺　璧

天保十年　戸室将監

（供出のため現存せず〕

（現存）
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あ　と　が　き

文化財シリーズ第12号として「宇都宮の金属工芸」を－関係者の方々の卸協力・御指導によ

り刊行することができました。ここに厚く御礼申し上げます。

金属の工芸品は－石と並んで多く信仰の対象物に用いられてきました。木や紙などと比較して，

“永遠性”を見出していたからなのでしょう。それだけ－地元で大切に守られてきた訳なのです

が－第二次世界大戦中の金属供出という大きな苦難を経たもののゝ戦後もやや軽んじられた傾向

の中で－盗難や放置といった更なる苦難の道をも歩むものも多くありました。しかし一つ一つの

工芸品には一作った人一奉納した人一拝んだ人などなど－実に多くの人達とかかわり合った歴史

も，間違いなく刻まれているのです。

さらにゝ江戸時代の初期から明治時代の初期にかけて，宇都宮には戸室氏という鋳物師が活躍

しておりました。かっての鉄砲町の由来にもなった鋳物師であり，かっ佐野の天命鋳物師と張り

合った程の腕前を有しておりました。しかし－　この事をお知りの方は非常に少ないのではないか

と思われます。栃木県－ひいては全国にも誇れる技術がかつて宇都宮に存在し－その作品が市内

に残されていることを一宇都営市民としてもっと多くの方々が知っても良いのでほないでしょう

か。このような願いから1参考資料として戸室氏に関する文献を載せてみました。

また，今臥報告書を書くにあたっては－戸室鋳物師を初めとしてゝ多くの名もない鋳物師が

作った金属工芸品とゝそれらを取り巻く多くの人々とのかかわりを背景に考えながら－　これらの

歴史の一端にでも触れて頂ければという臥－を込めてまとめさせていたださました。今まで何気

なく見ていたり－近くを通り過ぎていた金属工芸品に対して1その中から蓼み出てくるような郷

土の歴史や誇りを1少しでも感じとるような努力をして－自分の住んでいる土地に愛着の心を持っ

て頂ければ1編集に携わった者として，これに優る喜びはございません。

今回の調査にあたっては－限られた時間の中で行われたものであるためにゝ調査もれやゝ記載

にあたって言い尽くせなかった所など－多々あるとは思いますが－今後も引き続いて調査を行う

つもりでおりますので，関係各位の更なる御指導・御鞭擢を心からお願い申し上げます。

最後になりましたが，本書をまとめあげるにあたりまして1御世諸になりました多くの方々に

心から感謝申し上げます。

平成5年3月

編集責任者

宇都宮市教育委員会

文化課長　安　達　光　政
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文化財保護シンボルマークについて

宇　このマークは文化財愛護運動の一環として昭和41

年5月に定められたものでゝ　ひろげた両方の手のひ

らのパターンによって日本建築の重要な要素である

斗棋のイメージを表わし1これを三つ重ねることに

より文化財という民族の遺産を過去・現在・未来へと永遠に伝
承していくという愛護精神を象徴したものです。

平成5年3月31日発行

宇都宮の金属工芸

発　　行　　　宇都宮市教育委　員　会

編　　集　　　宇都宮市教育委員会文化課
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